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〈小学校国語研究開発委員会〉 
研究主題 言葉による見方・考え方が働く単元の開発と指導方法の工夫 

         ～言語文化に関する事項の学習を通して～ 

Ⅰ 研究の目的 

平成 29 年３月に新学習指導要領が告示された。国語科の目標は、「言葉による見方・考え

方を働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力の育成」と

掲げられている。内容に関する項目の枠組みが整理して示され、「知識及び技能」の中に「言

葉の特徴や使い方に関する事項」、「情報の扱いに関する事項」、「我が国の言語文化に関する

事項」が位置付けられた。言葉による見方・考え方を働かせた学習を展開し、言語能力の育

成と深い学びを実現することが求められている。 

言語能力育成の必要性が、近年の全国学力・学習状況調査からも見て分かる。故事成語の

意味や使い方に関しては、正答率が約 50％と低い傾向にあった。故事成語の意味や使い方を

正しく理解し、実生活の中で用いていくことが求められている。また、主語と述語の関係や

文の組み立て等、言葉の特徴やきまりに関する領域にも課題が見られた。児童一人一人の語

彙の質や量の違いが学力差につながっていると考えられる。  

一方、言語文化に関する事項の学習について本委員会で振り返ったところ、言葉の力を高

め、語彙を豊かにする単元計画の立て方や言語活動の展開の仕方、取り扱う教材の選択、言

語文化を日常の生活に結び付けて生かす指導等に、教師が難しさを感じているという実態が

あった。  

こうした背景を受け、「言葉による見方・考え方が働く単元の開発と指導方法の工夫～言語

文化に関する事項の学習を通して～」と研究主題を設定した。言葉を大切に扱い、言葉その

ものを対象とした領域の言語文化（現行の学習指導要領における伝統的な言語文化と国語の

特質に関する事項）に関する学習に焦点を当てて研究していく。  

児童が言語文化に興味・関心をもち、すすんで語句を増やして自分の思いや考えを適切な

言葉で表現したり、言語文化を日常の生活と結び付けて考え使ったりすることを通して、言

語文化に親しみ、生かしていくことを目指す。  

児童の言語文化への関心を高め、言語文化に親しみ、学んだことを日常の生活等に生かす

ことができる力を育む単元の開発と児童が主体的に学習に取り組み、語彙を豊かにする指導

方法について明らかにすることを本研究の目的とする。  

 

Ⅱ 研究方法 

  今年度は、研究開発委員会全体の共通テーマである「個々の能力を最大限に伸ばすための

指導方法及び教材開発」を受け、「言語文化に親しみ、学んだことを日常の生活で生かすこと

ができる児童」の育成を目指して、以下の２点を研究の観点とした。 

１ 単元の開発 

(1)   児童が言葉に興味・関心をもち、言葉を大切にする単元の開発  

(2)   日常の生活に生きる単元の開発 

２ 指導方法の工夫 

(1)   主体的に言語活動に取り組むことができる指導の工夫 

(2)   語彙を豊かにする指導の工夫 

(3)   個の力を引き出す指導の工夫  
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研究成果の活用 
 開発した単元及び指導方法の工夫を全学年において、活用し、普及・啓発を図る。 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主題  ⾔葉による⾒⽅・考え⽅が働く単元の開発と指導⽅法の⼯夫 
〜⾔語⽂化に関する事項の学習を通して〜 

研究の目的 

児童が言語文化への関心を高め、言語文化に親しみ、学んだことを生かすことができる単元の開発と

児童が主体的に学習に取り組み、語彙を豊かにする指導方法について明らかにする。  

研究仮説  
児童が言語文化に興味・関心をもち、言葉を大切にしながら、自分の思いや考えを表現したり日常の生活

と結び付けて使ったりする学習を展開することで、児童が言語文化に親しみ、国語を尊重する態度を育てる

ことができるだろう。  

開発研究 

単元の開発 指導⽅法の⼯夫 
【児童が言葉に興味・関心をもち、言葉

を大切にする単元の開発】  

児童の生活を見つめ、興味・関心をも

って探究できる学習材を探し、児童が言

葉の楽しさや豊かさに気付き積極的に言

葉を獲得しようとする単元を目指す。  

 

【日常の生活に生きる単元の開発】 

学んだ「言葉」を単なる知識として終

わらせるのではなく、児童が学習した視

点で他の言葉を探したり、自分の身の回

りの言葉をもう一度見つめたりすること

ができる単元を目指す。  

【主体的に言語活動に取り組むことができる指導の工夫】

ア 児童が目的や必要感をもって取り組める言語活動を設定

し、掲示物等を活用して学習中も意識させる。  
イ 自分の変容や成長を自覚できるよう、観点を明示して学習

を振り返らせるようにする。  
【語彙を豊かにする指導の工夫】 

ア 児童が関心をもって言葉と出合えるように、児童の生活を

見つめ、身近なところにある言葉を提示し、児童が積極的

に言葉を集めたり、比べたりできるようにする。  
イ 獲得した語彙を整理したり関連付けたりし、さらに、それ

らを使って表現する場を設けるようにする。  
【個の力を引き出す指導の工夫】 

ア 児童が興味をもった題材や資料等を選べるように選択の

幅をもたせるようにする。  
イ ペア学習やグループ学習等を適宜取り入れ、活発に学び合

いができるようにする。

 

 

 
 
 
 

研究の背景 
・これからの社会を生 

き抜く力の育成 

・主体的・協働的な学 

びの必要性 

・各教科等における言 

語活動の充実 

関連施策等 
・初等中等教育におけ

る教育課程の基準等

の在り方について 

（諮問） 

・中央教育審議会答申

・東京都教育ビジョン

（第３次・一部改定）

【東京都教育委員会の教育目標】 
・互いの人格を尊重し、思いやりと規範意識のある人間
・社会の一員として、社会の貢献しようとする人間  
・自ら学び考え行動する、個性と創造力豊かな人間   

【東京都教育ビジョン（第３次・一部改訂）】 
 取組の方向１ 個々の子供に応じたきめ細かい教育の

充実 
主要施策１  基礎・基本の定着と学ぶ意欲の向上 

【児童の実態】  
・言葉の特徴やきまりに関する

領域に課題がみられる。  
・一人一人の語彙の質や量の違  

いが学力差につながっている  
とうかがえる。  

【目指す児童像】  

言語文化に親しみ、学んだこ

とを日常の生活で生かすこ

とができる児童

【指導の実態】  
・言葉の力を高め語彙を豊かに

する単元計画の立て方や言語

活動の展開の仕方が難しい。

・言語文化について学んだこと

を日常の生活にどのように結

び付けるかが課題である。  

共通テーマ 「個々の能⼒を最⼤限に伸ばすための指導⽅法及び教材開発」 
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Ⅳ 研究の内容 

１ 本研究の基本的な考え方 

  本研究では、言葉や言語文化に「親しむ」ということを、「知る」、「集める」、「浸る」、「遊

ぶ」、「比べる」という具体的な姿として捉えた。このような言語活動を単元の中に意識的に

設定することで、児童が言語文化に親しみ、学んだことを生かし、語彙の質や量が豊かにな

ると考えた。 

２ 単元の開発 

児童が言語文化に興味・関心をもち、すすんで語句を増やして自分の思いや考えを適切な

言葉で表現したり、言語文化を日常の生活と結び付けて考え使ったりすることを通して、言

語文化に親しみ、生かしていくことを目指すために、低学年、中学年、高学年別に単元を以

下のように開発した。  

なお、〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕の(1)で示されている指導事項は、

「Ａ話すこと・聞くこと」、「Ｂ書くこと」及び「Ｃ読むこと」の各領域の指導を通して行う

ことを基本としている。ただし、知識・技能の定着を図るために、まとめて単元化できるこ

とが、学習指導要領国語解説に示されている。本研究では、このことを踏まえ、児童の学習

の効果を高めるため、言語文化に関する指導事項をまとめて指導する単元を開発することと

した。 

第１、２学年  単元名 どのおうちにはいるでしょう  

単元の目標  言葉には語句のまとまりや、上位語・下位語の関係があることに気付く。  

単元の概要と指導計画（全３時間）  

本単元は、既知の言葉がどのような集まりなのかを考えたり、ある意味のグループの成員

を探したりすることを通して、言葉がある種の体系をもって存在していることに気付く学習

である。  

①  身の回りの物の名前（下位語）が書かれたカードを見てどのカードがどの家（上位語）

に入るかを話し合う。物の名前には、一つ一つの名前とそれらをまとめて付けた名前が

あることを理解する。  

②  物の名前（下位語）をまとまりごとに分け、まとまりの名前（上位語）を考える。図鑑

などを使い、身の回りの物の名前を調べ、まとまりを作ってまとまりの名前（上位語）

を考える。  

③  上位語・下位語を使って短文を書く。  
 

第１、２学年  単元名 「むかしばなしかるた」  をつくろう  

単元の目標  古くから伝わっている話を興味をもって聞き、気に入った場面を選ぶことが

できる。  

単元の概要と指導計画（全５時間）  

 本単元では、好きな昔話を選び、面白かったところをかるたにする。作ったかるたで家の

人と遊ぶことを通して、お気に入りの昔話を紹介し、昔話に親しむ学習である。  

①  学習の見通しをもち、教師のブックトークを聞く。  

②  昔話の好きなところを探す方法を知り、自分が選んだ昔話の好きなところを書く。   

③  昔話の好きなところをかるたの読み札にまとめる方法を知り、自分が選んだ昔話の好き

なところを読み札にまとめる。  

④  かるたの読み札・取り札を作る。  

⑤  作ったかるたで家族と遊ぶ。  
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第１、２学年  単元名 組み合わせた言葉を作ったり使ったりしよう  

単元の目標  身の回りには、二つ以上の言葉が組み合わさってできた言葉が多くあるこ

とに気付き、構成や意味、使い方を考えながら、使うことができる。  

単元の概要と指導計画（全４時間）  

言葉遊びを通して、普段、何気なく使っている複合語に気付かせ、その構成や意味、語形

の変化を考えさせる。学んだことを生かして「言葉のたし算」カードを作り、言葉を作って

紹介したり、短文作りをしたりしながら、語句を増やし、言葉に親しむ学習である。  

① 「言葉のたし算」を通して、組み合わさってできた言葉を知り、関心をもつ。  

② 組み合わさってできた言葉や生き物の名前を集め、その構成や意味を考えながら親しむ。

③ 動作や様子を表す言葉にも、組み合わさってできた言葉があることを知り、その構成や

意味について、「言葉のたし算」カードや短文作りを通して理解する。  

④ 「言葉のたし算」カードを作り、カードを並べて友達と言葉作りをして言葉に親しむ。

組み合わせて作った言葉を紹介し、作った言葉を友達に広げる。  

 

第１、２学年  単元名 むかしむかしの話を語ろう  

単元の目標  昔話や神話・伝承に興味をもち、読んだり語ったりして楽しむことができる。

単元の概要と指導計画（全５時間）  

昔話や神話の語りを聞いたり、自分で読んだりして話の世界を味わい楽しむ。児童の「自

分たちも語ってみたい。」という意欲を高め、好きな昔話や神話を選んで一年生に語って聞か

せ、昔話や神話に十分に浸って楽しむ学習である。  

① 「いなばのしろうさぎ」の読み聞かせを聞き、感想を話し合う。  

昔話や神話の本の紹介を聞き、選んで読む。  

② 自分が読んだ昔話や神話の好きなところを中心に、同じ本を読んだ人のグループ、違う

本を読んだ人のグループで感想を伝え合う。  

③ 一年生に語って聞かせたい話を選ぶ。グループを作り、分担を決める。  

④ グループで練習をする。互いに聞き合い、楽しく聞いてもらえるように工夫する。  

⑤ 一年生に、昔話を語る。  

 

第３、４学年  単元名 短歌に親しもう  

単元の目標   知っている言葉を手掛かりにして情景を想像したり、日本語特有のリズム

を感じたりしながら短歌を音読し、文語の調子に親しむことができる。  

単元の概要と指導計画（全３時間）  

 本単元は、文語の調子に親しみながら、好きな短歌について紹介し合う活動である。単元

の工夫として、これまで取り組んできた百人一首を活用したり、お気に入りのかるた作りを

したりする学習である。  

①   短歌について知り、言葉の美しい響きやリズムを感じ取りながら、短歌を音読する。  

②   音読しながら好きな短歌を選び、暗唱したり好きな理由を述べたりして紹介する。  

③   お気に入りの短歌を書いたかるたを作る。  

 

第３、４学年  単元名 ことわざをげきでしょうかいしよう  

単元の目標   ことわざの意味を調べたりまとめたりし、ことわざの意味を理解して使う

ことができる。  

単元の概要と指導計画（全４時間）  

 本単元は、ことわざの意味を理解するだけでなく、実生活の中でも生かすことを目的とし
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ている。そのために、調べたことわざを劇にして紹介し合う活動を取り入れた学習である。

①   知っていることわざを発表したり、教科書のことわざの意味を調べたりする。  

ことわざを用いた劇を見て、学習の見通しをもつ。  

②   指定されたことわざから、その意味が伝わるような劇を考え、発表する。  

③   二人一組でことわざの意味を調べたり、それを用いた劇を考えたりする。  

④   ことわざを用いた劇を紹介し合う。  

 

第３、４学年  単元名 「漢字おぼえ歌」を作ろう  

単元の目標  漢字の部分に着目して調べたり、考えたりして、「漢字おぼえ歌」を作るこ

とができる。  

単元の概要と指導計画（全５時間）  

新出漢字を覚え練習するなど日々漢字に接している児童に、改めて言語文化としての「漢

字」のもつ面白さや奥深さを味わわせ、漢字に親しませる学習である。  

①   「小野篁歌字盡
おののたかむらうたじづくし

」から漢字を覚えるためのあそび歌（以下「漢字おぼえ歌」と表記）を

知る。身の回りにも同様の歌がないか探す。  

②   紹介した歌を味わい分析する中で、作り方のこつを見付ける。  

③   見つけたこつ（共通点・相違点を使う、連想するなど）を使って、漢字を調べたり関連

を考えたりして「漢字おぼえ歌」を作る。友達と作品を交流する。  

④⑤   作品のまとめ方を考え、計画し、実行する。（例：かるた遊び、本にする、発表会をす

るなど）観点に沿って、学習を振り返る。（観点例：学習活動を通して、気付いたこと・

作品を含めた友達のよさ・自分の成長等）  

 

第３、４学年  単元名 お気に入りの「和の色」を作ろう  

単元の目標  和の色名やその背景にある文化を知り、自分なりに「和の色」を作り、表

現することができる。  

単元の概要と指導計画（全６時間）  

「和の色名」から、その由来や背景、人々の暮らし等との関わりについて調べる。そして、

自分なりの「和の色」として、お気に入りの色水を作り、命名する。細やかに色を表現し、

味わってきた古くからの言語文化を疑似追体験して親しむ学習である。  

①   「色を表す言葉」に興味をもち、さまざまな伝統色や和名があることを知る。  

②③   色の和名やその由来、人々の暮らしとどのようにつながっているのかなどを調べ、理

解する。（図書資料やインターネットを活用）  

色の和名の「もと」になっている事物を分類・整理して比べることで、昔の人々の思

いや考えに気付く。  

④⑤   学習したことを生かして、自分の作った色水に和名（ここでは漢字による表記名とす

る）を付け、自分なりの由来や関連する事物、言葉等をまとめる。  

⑥   自分が作った色水と名付けた和名や由来を共に展示し、作品交流会又は発表会等を計画

し、実行する。観点に沿って学習を振り返る。  

 

第５、６学年  単元名 「日本語マスター」になろう  

単元の目標  日本語について調べたり考えたりすることを通して、日本語の理解を深め

ることができる。  

単元の概要と指導計画（全４時間）  

 「子供日本語検定」を作ることを通して、間違えやすい漢字や言葉、意味を間違って捉  

えていることわざなどに気付かせる。日本語に親しみ、理解を深める学習である。  
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①  「子供日本語検定」を作り、「日本語マスター」を目指すという課題を知る。身近な言葉

で不思議に思ったこと、由来が知りたいことなどについて話し合う。  

②③  グループで本やインターネットを使って「子供日本語検定」の問題を作る。調べる過程

で間違えやすい漢字や言葉、意味を間違って捉えていることわざなどに気付き、日本語の

理解を深める。  

④  「子供日本語検定」に挑戦し、マスターを目指す（検定を受けることによっても、日本語

の理解を深めることができる。）。  

 
第５、６学年  単元名 「５年 1 組枕草子」を作ろう  

単元の目標  昔の人のものの見方や感じ方を参考に、自分が感じたり考えたりしたこと

を文章に書き表すことができる。  

単元の概要と指導計画（全４時間）  

 「枕草子」を読み、清少納言のものの見方や感じ方を学ぶ。それを参考にして、自分が日

常生活で感じたり考えたりしたことを文章に表す。日常で感じたり考えたりしたことを文章

に表現する活動を行い、昔から続く我が国の言語文化に親しみをもたせる学習である。  

①   枕草子の「うつくしきもの」を読み、昔の人のものの見方や感じ方について学ぶ。そし

て「５年１組枕草子」を作るという課題を知る。  

②   枕草子の他の作品を読み、自分が書くテーマを決める。選んだテーマについて、体験し

たことや感じたことを友達と話し合う。  

③   自分が選んだテーマについて、体験したことや感じたことを文章に表す。  

④   書いた文章を読み合い、感想を伝え合う。  

 

３ 指導方法の工夫 

  児童が主体的に取り組み、個の力を最大限に発揮できる指導方法の工夫として、次の３点

を考えた。単元の中で積極的に取り入れ、工夫していく。具体的にどのような指導を工夫し

ていくのかを指導事例の中で詳しく述べることとする。 

(1)   主体的に言語活動に取り組むことができる指導の工夫 

ア 児童が目的や必要感をもって取り組める言語活動を設定し、掲示物等を活用して学習

中も意識させる。 

  イ 自分の変容や成長を自覚できるように観点を明示して学習を振り返らせるようにする。 

(2)  語彙を豊かにする指導の工夫 

ア 児童が関心をもって言葉と出合えるように、児童の生活を見つめ、身近なところにあ

る言葉を提示し、児童が積極的に言葉を集めたり、比べたりできるようにする。  

イ 獲得した語彙を整理したり関連付けたりし、さらに、それらを使って表現する場を設

けるようにする。  

(3)  個の力を引き出す指導の工夫  

ア 児童が興味をもった題材や資料等を選べるように選択の幅をもたせるようにする。 

イ ペア学習、グループ学習等を適宜取り入れ、活発に学び合いができるようにする。 

 

 

 

 

 

〈学び合う姿〉 

① 友達に質問し答えてもらうことで、新しい発見をする。 

② 友達から質問され答えることで、もう一度考え、整理する。 

③ 自信のないときに一緒にやってみることで、学びを進める力となる。 
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Ⅴ 指導事例 

 低学年  第２学年 「語句を増やし、言葉に親しむ事例」              

 

１ 単元名 「組み合わせた言葉を作ったり使ったりしよう」 

 

２ 単元の目標 

身の回りには、二つ以上の言葉が組み合わさってできた言葉が多くあることに気付き、構  

成や意味、使い方を考えながら、使うことができる。  

 

３ 単元の評価規準 

国語への関心・意欲・態度 言語についての知識・理解・技能 

・言葉遊びを通して、言葉を 

作ったり使ったりして親

しみ、日本語の特徴に気付

いている。 

・身の回りには、二つ以上の言葉を組み合わせた言葉がある

ことに気付き、構成や意味、語形の変化を理解している。 

・二つ以上の言葉が組み合わさってできた言葉の構成や意味

を考え、適切に使っている。 

 

４ 研究主題に迫るための手だて 

(1)  単元について 

   本単元は、新学習指導要領の第１学年及び第２学年の[知識及び技能]の（１）言葉の特

徴や使い方に関する事項オ「身近なことを表す語句の量を増やし、話や文章の中で使うと

ともに、言葉には意味による語句のまとまりがあることに気付き、語彙を豊かにすること。」

をねらいとし、言葉への興味・関心を高め、語句を増やす学習である。 

言葉遊びを通して、普段何気なく使っている言葉に着目し、その構成や意味、語形の変

化、使い方を考えながら日本語の特徴や言葉の便利さを感じ取れるようにしたいと考える。 

まず、物の名前の言葉を取り上げ、「言葉のたし算」で言葉を組み合わせながら、言葉に

は、組み合わせた言葉があることに気付けるようにする。次に、動作を表す言葉で「言葉

のたし算」をし、意味の違いを考えたり、文作りをしたりして使い方を考える。最後に、

集めた組み合わせ言葉で、言葉遊びをする。カードに書かれた言葉を組み合わせて言葉を

作り、その言葉の意味や使い方を友達に紹介する活動を通して、語句の獲得へ繋げる。  

(2)  教材について 

     主に、「物の名前の言葉」同士の組み合わせ、「物の名前の言葉」と「動作を表す言葉」

の組み合わせ、「動作を表す言葉」同士の組み合わせでできている複合語を取り上げる。「白

紙」のような言葉は、次の学習「組み合わせてできている漢字」で取り扱うこととする。

ただし、児童がこのような言葉を見付けたり、作ったりしても否定はしない。児童には、

「二つ以上の言葉を組み合わせた言葉」として複合語を提示し、学習を進める。児童にと

って身近な言葉や興味のある生き物の名前を取り上げ、「言葉のたし算」に取り組ませな

がら、言葉に向き合わせる。言葉には、組み合わさってできた言葉があること、音や語形

が変化する言葉があること、言葉を作ったり詳しくしたりできることに気付けるようにし

たい。 
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(3)  具体的な手だて 

単元の開発 ○児童が言葉に興味・関心をもち、言葉を大切にする単元の開発 

・児童にとって身近な言葉、場面を取り上げて言葉に出合わせる。 

・言葉遊びを通して、言葉を組み合わせて言葉作りができるようにする。 

○日常の生活に生きる単元の開発 

・組み合わせた言葉コーナーを設け、集めた言葉を共有できるようにする。

指導方法の工夫 ○主体的に言語活動に取り組むことができる指導の工夫 

・児童の既有知識を生かし認め、気付きを引き出しながら学習を展開する。

・特に、学習の振り返りで、学んだことを自覚できるようにする。 

○語彙を豊かにする指導の工夫 

・既習の教材文を活用して言葉集めをする。  

・複合語を使って文作りをしたり、作った文を紹介したりする機会を増やす。

○個の力を引き出す指導の工夫 

・友達と言葉の組み合わせを確かめたり、考えたりする場を設定する。 

 

５ 単元の学習指導計画・評価計画（４時間扱い）    

時 学習活動 
◎研究主題に迫るための手だて 

■評価規準（観点：評価方法） 

１  

 

 

本

時  

○「言葉のたし算」に挑戦する。  

 いろい葉＋はこ →  ？  

○言葉には、組み合わせてできた言

葉があることを知る。  

○物の名前の言葉を上や下に組み合

せながら「言葉のたし算」をする。

○作った言葉を確認する。  

○組み合わさった言葉を見て、気付

いたことを発表する。  

○学習の振り返りを書く。  

◎児童に身近な言葉で「言葉のたし算」を提示し、

興味をもたせる。  

◎言葉には、組み合わせてできた言葉があること

に気付かせる。  

◎言葉が組み合わさると音や語形が変化している

こと、言葉が詳しくなることに気付けるように

言葉を色分けして書く。  

■すすんで言葉を組み合わせて作っている。  

（関心・意欲・態度：ワークシート・行動観察）

■言葉が組み合わさると音や語形が変化すること

があることを理解している。  

            （言語：ワークシート・行動観察）

２  ○言葉が組み合わさった名前の生き

物を集め、カードに書く。  

○複合語を二つに分けて、その構成

や意味を考える。  

○学習の振り返りを書く。  

◎言葉に親しませるために、生き物の名前を話題

に上げ、興味をもたせる。  

◎言葉の構成や意味が理解できるように組み合わ

せた言葉を分けて考えさせる。  

■組み合わせた言葉の構成や意味を理解している。

（言語：ワークシート・行動観察）

３  

 

○動作を表す言葉が組み合わさって  

できた言葉があることを知る。  

○言葉を比べ、短文作りをしながら、

言葉の構成や意味を考える。  

○既習の教材文から言葉を集める。  

◎児童に身近な動きを表す言葉で「言葉のたし算」

を提示し、興味をもたせる。  

◎言葉の構成や意味が理解できるように、言葉を比

較させ、意味や印象について話し合わせ、短文作

りをする。  
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○学習の振り返りを書く。  ■すすんで動きを表す言葉を集め、組み合わせて言

葉を作っている。  

（関心・意欲・態度：ワークシート・行動観察）

■組み合わせた言葉の構成や意味を理解している。

（言語：ワークシート・行動観察）

４  ○身の回りから集めた組み合わせ言

葉をカードに分けて書く。 

○４人程度のグループでカードを並

べ、順番にカードを組み合わせて

言葉を作り、読んで紹介する。  

○作った組み合わせ言葉を使って文

作りをする。  

○学習の振り返りを書く。  

◎組み合わせてできた言葉を確認するために、言

葉を声に出して読ませる。  

 

■すすんで言葉を組み合せて組み合わせた言葉を

作っている。   （関心・意欲・態度：行動観察）

■組み合わせた言葉の構成や意味を考えながら、そ

の言葉を適切に使っている。  

     （言語：ワークシート）

 

６ 本時の学習（第１時） 

(1)  本時の目標 

二つ以上の言葉が組み合わさってできた言葉について知り、構成や意味、語形の変化を

考えながら、すすんで言葉を作っている。 

(2)   展開                  

学習活動 
◇指導上の留意点 ■評価規準（観点：評価方法）

◎研究主題に迫るための手だて 

１「言葉のたし算」に挑戦する。 

い  葉＋はこの言葉を考える。 

 

２ 言葉には、二つ以上の言葉が組み合わ

さってできた言葉があることを知る。

３ めあてを確認する。 

 

 

◇児童にとって身近で、用途・材質・形状等から

組み合わせ言葉の多い「はこ」を提示し、「お

もちゃばこ」を出合わせ、興味をもたせる。 

◎言葉に関心をもち、言葉には組み合わせてでき

た言葉があることに児童が気付けるように言

葉のたし算」に取り組ませる。 

４ 意味を考えながら「言葉のたし算」を

して、ワークシートに書く。  

 

 

５ ペアで作った言葉を確認する。  

 

６ 組み合せてできた言葉を発表する。  

 

７ 組み合わさった言葉を、全体で声に出

して読み、気付いたことを発表する。

８ 言葉が組み合わさると音や語形が変

化することがあることを確認する。  

◇言葉を上や下に付けて組み合わせること、何度

も使える言葉があることを確認する。  

■すすんで言葉を組み合わせて作っている。  

（関心・意欲・態度：ワークシート・行動観察）

◇意味が通じる言葉かをペアで確認させる。  

 

◎言葉が組み合わさると音や語形が変化している

ことに気付けるように言葉を色分けして書く。  

 

 

■言葉が組み合わさると、音や語形が変化するこ

とがあることを理解している。  

（言語：ワークシート・行動観察）

意味を考えながら言葉を組み合わせて、組み合わせた言葉を作ろう。  
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９ 学習の振り返りを書く。  

・分かったことや初めて知ったこと、考

えたことをワークシートに書く。  

10 次時の学習の見通しをもつ。  

 

 

 

 

 

◇「言葉のたし算」でできている生き物の名前が

あることや「言葉のたし算」をして言葉遊びす

ることを知らせ、意欲をもたせる。  

 

７ 作品等 

(1)  第１時 実際の板書（一部分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  第４時  

身の回りから集めた組み合わせ言葉をカー

ドに書き、人数分のカードを混ぜ合わせて、

机に並べた。 

４人程度のグループを作り、一人ずつ順番

にカードの言葉を組み合わせて言葉を作り、

読み、カードを取っていく。（自分が書いたカ

ードがない場で、言葉作りをするとよい。）  

 

 

 

児童が集めた組み合わせ言葉  
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 中学年  第３学年 「調べたことわざを劇で紹介する事例」             

 

１ 単元名 「ことわざをげきでしょうかいしよう」  

 

２ 単元の目標  

  ことわざの意味を調べたりまとめたりし、ことわざの意味を理解して使うことができる。 

 

３ 単元の評価規準  

国語への関心・意欲・態度 言語についての知識・理解・技能 

・ことわざやその意味に、親しもうとしている。 ・長い間使われてきたことわざの意味を理解

したり、分かったことを伝えたりしている。

 

４ 研究主題に迫るための手だて  

(1)  単元について  

   平成 26 年度の全国学力テストにおいて、国語Ａでは、「故事成語の意味と使い方を理解

する」について、２問出題されている。正答率は「五十歩百歩」が 55.8％、「百聞は一見

にしかず」が 49.9％という結果であった。全体の正答率が７割程度だというデータを勘案

すると、課題を感じざるを得ない。 

   新学習指導要領の〔第３学年及び第４学年〕の〔知識及び技能〕の(3)我が国の言語文化

に関する事項のオ「長い間使われてきたことわざや慣用句、故事成語などの意味を知り、

使うこと」とある。また、国語科の目標に「我が国の言語文化に親しんだり理解したりす

る」、「言葉がもつよさに気付く」とあり、ことわざや慣用句、故事成語などの重要性が感

じられる。 

   これらのことから、児童が主体的にことわざや故事成語を調べることを通して、言葉に

よる見方、考え方を働かせられるようにするとともに、長い間使われてきたことわざや慣

用句、故事成語などのよさを認識し、言語感覚も養えるようにしていきたい。 

   そこで本単元では、第１時で知っていることわざについて発表したり、劇を見たりして

興味を喚起する。第２時で共通のことわざを劇で紹介し合い、第３時で発表したいことわ

ざを選んでその意味が伝わるような劇を考える。そして、第４時で考えた劇を発表し合う

という学習計画を考えた。    

 (2)  教材について  

本教材は元々、「ことわざについて調べ、ほうこくする文章を書く」学習を取り入れてい 

る。今回は、その報告する文章とは切り離し、ことわざの意味を調べたり、発表したりす

る活動を中心としている。 

   ことわざは、生きていく上での知恵や教えを、短い言葉や言い回しで表したものである。 

その意味をより深く理解させるため、ことわざの意味が伝わるような劇を考えて発表する

ことで、より我が国の言語文化に親しんだり理解したりすることができるようになると考

えた。 
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(3)  具体的な手だて  

単元の開発  ○児童が言葉に興味・関心をもち、言葉を大切にする単元の開発  

・児童が理解しやすく身近に感じられることわざを精選することで、興味・

関心をもてるようにする。 

・教科書以外のことわざにも触れられるよう、ことわざに関する関連図書

をいつでも手に取れるようにする。  

○日常の生活に生きる単元の開発  

・ことわざの意味を調べたり例文作りをしたりするだけでなく、劇に表して

発表することで、どんな場面で使わるのかというイメージをもちやすくする。

・児童が選んだことわざや授業で扱った掲示物を教室に掲示し、日常生活

の中で視覚的に捉えられるようにする。 

指導方法の工夫  ○主体的に言語活動に取り組むことができる指導の工夫  

・調べたことわざを劇で紹介し合うという単元の見通しをもたせることで、

その目的に向かって主体的に学習を進められるようにする。 

○語彙を豊かにすることができる指導の工夫  

・児童が体験しそうな劇を教師が例として演じることで、ことわざと事例

とが結び付き、実生活の中でも活用できるようにする。 

・ことわざから派生する、「知恵や教え」まで確認するようにする。 

○個の力を引き出す指導の工夫  

・二人一組で劇を考えたり、ペア同士でその内容を見合ったりすることで、

劇の内容が適切か、聞き手に伝わるかなど、相談しながら進められるよ

うにする。  

 

５ 単元の学習指導計画・評価計画（４時間扱い）  

時  学習活動  
◎研究主題に迫るための手だて  

■評価規準（観点：評価方法）  

１ 

 

 

本 

時 

○自分が知っていることわざを発表

し合う。 

○ことわざとは何かを知る。 

 

○ことわざの例として、 

「急がば回れ」 

「わらう門には福来たる」 

を挙げて意味を考える。 

○調べたことわざを劇で紹介すると

いう、学習の見通しをもつ。 

 

○ことわざを用いた劇を実際に見

て、イメージを膨らませる。 

 「頭かくしてしりかくさず」 

 「やなぎの下に 

いつもどじょうはいない」 

◎ことわざの本をあらかじめ教室に用意して触

れられるようにし、関心を高めておく。 

◎ことわざから派生する、「知恵や教え」まで確

認するようにする。 

 

 

 

 

◎ことわざの意味を説明するためには、劇で伝え

るとよいということに気付かせ、調べたことわ

ざを劇で伝えるという単元の見通しをもたせる。

◎児童にとって馴染みのあることわざを選ぶこ

とで、より興味をもって取り組めるようにする。

 

■ことわざを用いた劇を見て、ことわざやその意

味に、親しもうとしている。 

       （関心・意欲・態度：発言、行動観察）

２ 

 

○指定されたことわざから、その意

味が伝わるような劇を考え、発表

し合う。 

◎ことわざの意味を劇に表すことで、どんな場面

で使われるのかをイメージしやすくし、日常生

活の中でも用いることができるようにする。 
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「頭かくしてしりかくさず」 

 「やなぎの下に 

いつもどじょうはいない」 

○二人一組で、ことわざの意味を辞

典などで調べる。 

◎選んだことわざを短冊に書き、発表の際に使用

したり、学習後に掲示したりできるようにする。

■これまで長い間使われてきたことわざを辞典

などを用いて調べることで、それらの意味を理

解している。（言語：ワークシート、行動観察）

３ 

 

○二人一組で、調べたことわざを用

いた劇を考える。 

 

○四人程度のグループになり、互い

が調べたことわざの意味や劇の

内容を確かめ合う。 

◎みんなにとって、ありそうな場面を設定するこ

とで、より分かりやすく伝わるということを確

認する。 

◎ペア同士で見合うことで、劇の中でことわざが

適切に使われているかどうかを確認できるよ

うにする。 

■ことわざを用いた劇を考えたり、ペア同士の劇

を見合ったりすることで、それらの意味を理解

している。 （言語：ワークシート、行動観察）

４ ○二人一組で考えた、ことわざを用

いた劇を発表する。 

 

○単元の学習を振り返り、感想を伝

え合う。 

◎互いの劇を見合うことで、ことわざの意味やど

んな場面で使われるのか等について、理解でき

るようにする。 

◎ことわざは、生活に役立つこともあるが、使い

方を誤ると相手を不愉快にしてしまうことわ

ざがあることにも触れておく。 

■ことわざを用いた劇を通して、分かったことを

伝えている。 

（言語：ワークシート、発言、行動観察）

 

６ 本時の学習（第１時）  

(1)  本時の目標  
ことわざやその意味に親しもうとする。 

(2)  展開  

学習活動  
◇指導上の留意点 ■評価規準（観点：評価方法）

◎研究主題に迫るための手だて  

１ 自分が知っていることわざを発表し

合う。 

 

◎ことわざの本をあらかじめ教室に用意して触

れられるようにし、関心を高めておく。 

◇ことわざや故事成語、慣用句など、細かい区別

はせず、それらに興味をもてるようにする。 

◇意味まで知っている場合には、どんな意味かも

発表させる。 

◇ことわざは、「生きていく上での知恵や教えを、

短い言葉や言い回しで表したもの」と定義する。

２ ことわざの意味と使われ方を考える。  

「急がば回れ」 

「わらう門には福来たる」 

◎文字だけの意味だけに留まらず、そこから派生

した意味まで捉えられるようにする。 

 

３ 調べたことわざを劇で紹介するとい

う、学習の見通しをもつ。 

◎ことわざの意味を調べ、それが伝わるような劇

を考えるという単元の見通しをもたせる。 

 

 

 

 

 

 

 

◎調べた意味を伝えるより、劇で表した方がより

場面を想像しやすいことに気付かせる。 

ことわざの意味がつたわるようなげきを考えよう。  
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４ ことわざを用いた劇を実際に見て、

イメージを膨らませる。 

「頭かくしてしりかくさず」 

「やなぎの下に 

いつもどじょうはいない」 

 

 

◎児童にとって理解しやすく、身近に感じられる

ことわざや劇の内容にすることで、より興味を

もって取り組めるようにする。 

◇劇をする前にことわざの意味を考えさせること

で、観点をもちながら劇を見られるようにする。

◇自分にも似たような経験がないかを想起させ、

この後実際に劇を考える際の参考になるよう

にする。 

■ことわざを用いた劇を見て、ことわざやその意

味に、親しもうとしている。 

      （関心・意欲・態度：発言・行動観察）

５ 本時の学習を振り返り、次時の学習

の見通しをもつ。 

 

 

◇今日の学習の感想を記入し、発表させる。 

◇ことわざの意味が分かったか、これから何を努

力していくのかを中心に、振り返りをさせる。

◇次時からは自分たちでことわざの意味を調べ

たり劇に表したりすることを伝え、学習の意欲

が持続するようにする。 

 

７ 作品等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
堪
忍
袋
の
緒
が
切
れ
る
」
の
意
味
は
、
ず
っ
と
が
ま
ん
し
て
い
た
が
、
そ
れ

 

以
上
が
ま
ん
で
き
な
く
な
り
、
い
か
り
が
ば
く
は
つ
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

「
堪
忍
袋
の
緒
が
切
れ
る
」
の
劇 

Ｂ

Ａ

宿
題
は
や
っ
た
の
。

ま
だ
や
っ
て
な
い
よ
。
野
球

を
し
に
行
っ
て
き
ま
す
。 

ま
だ
や
っ
て
な
い
よ
。
お
や
つ

を
食
べ
た
ら
や
る
よ
。

宿
題
は
や
っ
た
の
。

宿
題
は
や
っ
た
の
。

ま
だ
や
っ
て
な
い
よ
。
テ
レ

ビ
が
終
わ
っ
た
ら
や
る
よ
。 

い
い
加
減
に
し
な
さ
い
。 

「
堪
忍
袋
の
緒
が
切
れ
る
」
よ
。
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 高学年  第５学年 「感じたり考えたりしたことを文章で表す事例」  

 

１ 単元名 「５年１組枕草子を作ろう」 

 

２ 単元の目標  

  昔の人のものの見方や感じ方を参考に、自分が感じたり考えたりしたことを文章に書き表

すことができる。 

 

３ 単元の評価規準  

国語への関心・意欲・態度 言語についての知識・理解・技能 

・昔の人のものの見方や感じ方を捉え、親

しもうとしている。 

・感じたり考えたりしたことを伝え合おう

としている。 

・作品の大体の内容を理解し、昔の人のものの

見方や感じ方について考えている。 

・日常生活を見直し、感じたり考えたりしたこ

とを文章に書き表している。 

 

４ 研究主題に迫るための手だて  

(1)  単元について  

   今回の学習指導要領の改訂では言語文化に親しむ態度の育成が重視されており、[第５学

年及び第６学年]の[知識及び技能]の(3)我が国の言語文化に関する事項のイ「古典につい

て解説した文章を読んだり作品の内容の大体を知ったりすることを通して、昔の人のもの

の見方や感じ方を知ること」とある。 

そこで、本単元では四季の変化や日常の気付きを清少納言が繊細な感性でとらえた随筆

文、「枕草子」を取り扱うこととした。作品のテーマが季節の感じ方や日常生活での気付き

であることから、昔の人のものの見方や感じ方を捉えやすく、親しみをもちやすいと考え

た。続いて随筆を書く活動へとつなげる。日常生活の中で体験したことや感じたことを千

年前と同じように言葉で書き表すことで、「枕草子」の素晴らしさに改めて気付き、随筆を

書く楽しさも味わえる。また、書いた文章を一冊の本にして読み合うことで、友達のもの

の見方や感じ方にも親しみ、児童の価値観がより広がると考える。 

第１時では、既習の「枕草子」の概要を思い出させると同時に、当時の言葉や文化を知

り、浸りながら、千年前と現代を比べて共感できるところや違うところについて考えさせ

る。その後、自分ならばこう思う、自分はこれが好き、という気持ちを高めて「５年１組

枕草子を作ろう」という学習課題を知る。第２時では、「枕草子」の価値観を参考にしなが

ら日常生活を見直し、自分が感じたことや考えたことを集める。第３時で文章に書き表し、

第４時で書いた文章を読み合うことで、友達のものの見方や感じ方を知り、自分と比べ、

新たな気付きや発見に出合わせたい。  

 (2)  教材について  

   「枕草子」は四季の変化や日常の気付きを表した随筆文である。一文が短めで読みやす

いので、入門期の児童があまり抵抗をもたずに読むことができると思われる。また昔の人

のものの見方や感じ方が捉えやすい。さらに、「うつくしきもの」など、現代でも考えやす

いテーマを提示することで、千年前の出来事を身近に感じたり、時と共に変化してきた言

葉や価値観に気付いたりすることができると考えた。 
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(3)   具体的な手だて  

単元の開発  ○児童が言葉に興味・関心をもち、言葉を大切にする単元の開発  

・四季の変化や日常の気付きを表した「枕草子」を扱うことで、児童が興味・

関心をもち、伝統的な言語文化に親しみをもてるようにする。  

○日常の生活に生きる単元の開発  

・「枕草子」を書くという学習活動を設定することで、昔の人のものの見方

や感じ方を参考にしながら日常生活を見つめ直すことができるようにする。

指導方法の工夫  ○主体的に言語活動に取り組むことができる指導の工夫  

・「５年１組枕草子を作ろう」というゴールを設定することで、学習の見通

しをもたせ、主体的に取り組めるようにする。  

○語彙を豊かにする指導の工夫  

・「あはれ」「をかし」などの言葉を取り上げ、今は使われていない言葉や、

昔と今で意味が変化している言葉があることに気付かせ、語彙の質を豊か

にする。 

○個の力を引き出す指導の工夫  

・一人一人が興味・関心のあるテーマを選択して表現できるようにする。 

 

５ 単元の学習指導計画・評価計画（４時間扱い）  

時  学習活動  
◎研究主題に迫るための手だて  

■評価規準（観点：評価方法）  

１  

 

本

時  

○枕草子の学習を想起する。  
○枕草子「うつくしきもの」につい

て、内容を予想しながら読み、大

まかな内容をつかむ。  
○「うつくしきもの」について体験

や感じたことを話し合う。  
○「５年１組枕草子を作ろう」とい

う課題を知る。  

◎当時の言語や文化に触れ、親しませる。  
◎内容を予想しながら作品を読ませることで、昔

の人のものの見方や感じ方を身近に感じさせ

たり、共通点や相違点に気付かせたりする。  
◎自分の体験や自分の考えを発表し、友達に共感

させることで、表現したい気持ちを高めさせる。

■昔の人のものの見方や感じ方を捉え、親しもう

としている。 

          （関心・意欲・態度：発言・行動観察）

■作品の大体の内容を理解し、昔の人のものの見

方や感じ方と自分との共通点や相違点について

考えている。   （言語：発言・ワークシート）

２  

 

○「心ときめきするもの」「うれしい

もの」について内容を予想しなが

ら読み、大まかな内容をつかむ。  
 
○書きたいテーマを選ぶ。  
 
○自分が選んだテーマについて、体

験や感じたことを話し合う。  
○次回の学習までに書き表したいこ

とを集めておくことを知る。  

■昔の人のものの見方や感じ方をとらえ、親しも

うとしている。 

         （関心・意欲・態度：発言・行動観察）

◎興味・関心のあるテーマを選択させる。  

◎体験や感じたことを話し合わせることを通して、

自分の日常生活を見つめ直すことができるよう

にする。 

■日常生活での体験や感じたことを伝え合おうと

している。（関心・意欲・態度：発言・行動観察）

３  

 

○教師が作った「枕草子」を読み、

書き方を知る。  
○書きためた自分の体験や感じたこ

とを書き表す。  

◎モデル文を示すことで、学習意欲を高めるとと

もに、学習の見通しをもたせる。 

■日常生活を見直し、感じたり考えたりしたこと

を文章に書き表している。 

                 （言語：発言・ワークシート）
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４  ○「５年１組枕草子」を読む。  

 

○友達の作品を読み、感想を伝え合う。

◎友達とのものの見方や考え方の共通点や相違点

に着目させながら読ませる。  
■友達のものの見方や考え方に触れ、感じたり考

えたりしたことを伝え合おうとしている。 

         （関心・意欲・態度：発言・行動観察）

 

６ 本時の学習（第１時）  

(1)  本時の目標  
「枕草子」の作品の大体の内容を知り、昔の人のものの見方や感じ方について考えている。 

(2)  展開  

学習活動  
◇指導上の留意点 ■評価規準（観点：評価方法）

◎研究主題に迫るための手だて  

１ 枕草子の学習を想起する。 ◎作品の概要、作者などについて押さえるととも

に、「枕草子」は既習の「秋の夕暮れ」等の季

節を表したものだけでなく、日常の気付きにつ

いても書かれていることを知らせる。  
２ 本時のめあてを知る。 

 
 

３ 「枕草子」には、どんなことが書かれ

ているか予想する。  
 

◇枕草子の中からいくつか例を示して興味をも

たせ、最後に「うつくしきもの」について予想

させる。  
◎どんなことが書かれているか予想させること

で、興味・関心を高め、身近に感じさせる。  
４ 「うつくしきもの」を読み、大まかな

内容をつかむ。 

◎「うつくしきもの」とは「かわいいもの」であ

ることを知らせ、昔と今で意味が変化している

言葉があることに気付かせる。  
◎初めに絵やイラストを提示して、イメージをも

たせやすくする。  
◇本文を提示して音読し、文章に集中させる。  
◎清少納言がどんなところをかわいいと思った

のか考えさせる。  
■昔の人のものの見方や感じ方を捉え、親しもう

としている。 

（関心・意欲・態度：発言・行動観察）

５ 「うつくしきもの」について自分の体

験や考えたことについて話し合う。 

◇「うつくしきもの」について想像できることを

何人かの児童に発表させてから、自分の体験や

経験を振り返らせる。  
◇かわいい「物」や「人」だけでなく、かわいい

「様子」や「仕草」についても考えさせる。  
◇自分の体験や考えを友達に話し、友達に共感さ

れることで、考えたことを伝える楽しさに気付

かせる。  
◇友達との考えの共通点や相違点に気付かせる。

６ 「５年１組枕草子を作ろう」という学

習課題を知る。 

◎「５年１組枕草子を作ろう」という学習課題を

知らせ、学習の見通しをもたせるとともに、意

欲を高めさせる。  
 

「５年１組枕草子を作ろう」

清少納言のものの見方や考え方にふれてみよう。
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７ 本時の学習を振り返り、次時の学習の

見通しをもつ。  
◎清少納言のものの見方や感じ方について振り

返らせることで、清少納言と自分との共通点や

相違点に気付かせる。 

■作品の大体の内容を理解し、昔の人のものの見

方や感じ方と自分との共通点や相違点につい

て考えている。  （言語：発言・ワークシート）

 

７ 作品例等  

児童が書いた文章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

う
れ
し
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っ
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と
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し
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す
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る
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と
、
多
し
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う
つ
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プ
チ
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計
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ク
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と
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な
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な
か
か
ら
出
る
音
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何
も
何
も
、
小
さ
い
音
は
み
な
う
つ
く
し
。 
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Ⅵ 研究のまとめ 

  本研究開発委員会の研究内容の「単元の開発」と「指導方法の工夫」の二つの観点から見

た、成果と課題は次の通りである。                              

１ 単元の開発 

【成果】 

  ○伝統的な言語文化を扱った単元では、児童に親しみやすい内容の古典作品、身近な場面

を扱ったことわざを単元の導入時に提示することで、児童の興味・関心を高めることが

できた。 

  ○言葉や古典作品の意味を学ぶだけでなく、学んだことを使って自分なりに表現する活動

を取り入れたことによって、学んだ言葉を使ったり、日常の言語生活を見直したりする

姿が見られた。 

【課題】 

  ○日本語のもつよさなどに児童自らが気付き、国語を尊重する態度を育成するためには、

古典作品独特のリズムに触れさせその特徴を考えさせたり、学習した言葉が普段どのよ

うなときに使われているかを考えさせたりするなど、言葉を客観的に捉える手だてが必

要なことである。 

  ○単元の学習が終わった後も、学んだことを日常の生活に生かせるようにするためには、

教師の継続した働き掛けが必要である。 

 

２ 指導方法の工夫 

【成果】 

  ○単元の導入で教師が単元の終末で行う活動を明示することで、児童が見通しをもって学

習に取り組むことができた。 

  ○言葉遊び等児童が関心をもって取り組める学習活動を取り入れたことにより、児童が楽

しみながら言葉を集めたり、比べたりする姿が見られた。 

  ○ペアで学習する時間を意図的に取り入れたことで、自分の考えを相手に伝えたり、分か

らないことを友達に聞いて学びを深めたりするなど、主体的に自分の力を高めようとす

る姿が見られた。 

【課題】 

  ○学習のねらいに即して、自分の変容や成長を児童が自覚できるようにするためには、学

習のねらいに対応させた振り返りの観点を設定する必要がある。 

  ○児童が集めた言葉を的確に分類・関連付けできるようにするためには、事前に教師が十

分に教材研究を行い、どのように分類・関連付けることが学習のねらいに適しているの

かを把握しておく必要がある。 

  ○獲得した語彙を使って児童に表現させるときには、その表現の仕方が適当であるかを教

師が十分に見取る必要がある。 

 

  教材との出合わせ方を工夫し、児童が関心をもって取り組める言語活動を設定することで、

児童が言語文化に親しんだり、語彙を豊かにしたりする姿が見られた。また、学んだことを

生かして表現する場面を取り入れることが日常化につながることも分かった。これらの視点

を生かして、日本語のよさ、言葉を大切に使う気持ちに児童自らが気付けるような単元開発、

指導方法の工夫を今後も行っていく必要がある。 
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〈小学校社会研究開発委員会〉 

研究主題 

   「社会に見られる課題を把握して、 

      その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断する学習の充実 

        ～主体的に社会の形成に参画しようとする態度の育成を目指して～」 

Ⅰ 主題設定の理由  

  平成 29 年３月公示の新学習指導要領では、小学校社会の教科の目標が次のように示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  小学校社会において育成を目指す資質・能力が、「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現

力等」、「学びに向かう力、人間性等」の三つの柱に沿って具体的に示されたことは、今次改

訂のポイントである。今後は、これらの資質・能力の育成を図るための授業改善や教材開発

等についての研究が、全国各地で進められていくと予想される。 

  そこで、本委員会においては、現行学習指導要領と新学習指導要領の教科の目標を比較し、

新たに示された内容について分析を行った。その結果、(2)の「思考力、判断力、表現力等」

に関わる内容において、 

    

 

 

 と捉えることが示されており、中でも、社会に見られる課題を把握して、その解決に向けて

社会への関わり方を選択・判断する力については、これまでの学習指導要領においては示さ

れていない内容（＝資質・能力）であることが分かった。 

  この結果を受け本委員会では、研究主題を「社会に見られる課題を把握して、その解決に

向けて社会への関わり方を選択・判断する学習の充実」と設定し、研究を進めることとした。 

Ⅱ 研究仮説  

  「社会に見られる課題」を把握する場面を明らかにし、その課題の解決に向け、地域や社

会の一員として自分たちにできる社会への関わり方を選択・判断する学習の充実を図ること

ができれば、児童が主体的に社会の形成に参画しようとする態度を育成することができるだ

ろう。 

 社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、グローバル

化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての

資質・能力の基礎を次のとおり育成することを目指す。 

 (1) 地域や我が国の国土の地理的環境、現代社会の仕組みや働き、地域や我が国の歴史や伝

統と文化を通して社会生活について理解するとともに、様々な資料や調査活動を通して情

報を適切に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

 (2) 社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考えたり、社会に見られる課題を把握

して、その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断したりする力、考えたことや選択・

判断したことを適切に表現する力を養う。 

 (3) 社会的事象について、よりよい社会を考え主体的に問題解決しようとする態度を養うと

ともに、多角的な思考や理解を通して、地域社会に対する誇りと愛情、地域社会の一員とし

ての自覚、我が国の国土と歴史に対する愛情、我が国の将来を担う国民としての自覚、世界の

国々の人々と共に生きていくことの大切さについての自覚などを養う。 

思考力：社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考える力  

判断力：社会に見られる課題を把握して、その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断する力

表現力：考えたことや選択・判断したことを適切に表現する力  
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Ⅲ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 研究の内容  

１ 「社会に見られる課題」と「社会への関わり方を選択・判断する姿」の分析 

(1)  「社会に見られる課題」について 

   小学校学習指導要領解説社会編（平成 29 年６月）においては、「社会に見られる課題」

について、「地域社会における安全の確保や、良好な生活環境の維持、資源の有効利用、自

〔育てたい児童像〕  
○ 課題を的確に読み取り、自ら考え、豊かに表現する児童  
○ 社会に見られる課題を捉え、よりよい社会について考え、自分にできることを実践しようとする児童

〔共通テーマ〕個々の能力を最大限に伸ばすための指導方法及び教材開発 

〔児童の実態〕  
○ 社会への関心や、社会参画に対する意識

が低い。  
○ 自分の考えに自信をもてない。根拠を示

せない。  
○ 社会的事象の特色や意味、相互の関連を

考える活動には慣れてきている。  

〔新学習指導要領の教科目標より〕 

 (2) 社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考えたり、社会に見られる課題を把握して、そ

の解決に向けて社会への関わり方を選択・判断したりする力、考えたことや選択・判断したことを

適切に表現する力を養う。  
⇒これまでの学習指導要領においては示されていない内容（＝資質・能力） 

〔教師の願い〕 
○ 課題を把握し、追究して分かったことや、

自分の考えを表現させたい。 
○ 多角的に社会的事象を解釈し、社会への関

わり方を選択・判断する力を育てたい。 
○ 社会的事象への関心を高め、すすんで社会

参画しようとする態度を育てたい。 

〔研究の内容〕  
１ 「社会に見られる課題」と「社会への関わり方を選択・判断する姿」の分析 

 (1) 「社会に見られる課題」について 

 

 

 

 

 

 (2) 社会への関わり方を選択・判断する姿の分析 

 

 

 

 

 (3) 一覧への整理 

２ 指導例の開発 

 (1) 学習過程の設定 

      問題把握（つかむ）…動機付けや方向付け 

      問題追究（調べる）…情報収集や考察・構想  
      問題解決（選択・判断する）…まとめや解決の構想 

 (2)  「社会に見られる課題」の提示方法の工夫 

      問題把握の場面で提示→学習問題として追究していく 

      問題解決の場面で提示→新たな「問い」として追究していく 

社会への関わり方を選択・判断する姿  
  社会に見られる課題を把握して、その解決に向けて、学習したことを基に、地域や社会の⼀員と

して自分たちにできる社会への関わり方を選択・判断している姿  

社会に見られる課題 
  地域社会における安全の確保や、良好な生活環境の維持、資源の有効利用、自然災害への対策、

伝統や文化の保存・継承、国土の環境保全、産業の持続的な発展、国際平和の構築などの中で、複
数の⽴場から追究したり、解決に向けて⾃分たちにできる関わり⽅を選択・判断したりすることが
できるもの 

〔研究主題〕社会に⾒られる課題を把握して、 
     その解決に向けて社会への関わり⽅を選択・判断する学習の充実 
      〜主体的に社会の形成に参画しようとする態度の育成を⽬指して〜
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然災害への対策、伝統や文化の保存・継承、国土の環境保全、産業の持続的な発展、国際

平和の構築など現代社会に見られる課題を想定したもの」であり、「学習内容との関連を重

視し、学習展開の中で児童が出合う社会的事象を通して、課題を把握できるようにするこ

とが大切である」と示されている。そこで、この内容を基に実際の授業を分析したところ、

児童が出合う社会的事象の中には、「このままごみを出し続けると、埋め立て処分場はあと

約 50 年しか使えない」、「自然災害は、いつ発生するか分からない」といったように、その

解決に向けて自分がどのように関わっていくかの選択・判断をしやすい課題がある一方で、

その解決に向けた社会への関り方を選択・判断しにくい課題や、立場を変えて追究するこ

とが難しい課題があることも分かった。この結果を受け、本委員会では「社会に見られる

課題」を次のように定義した。  

 

 

 

 

(2)  社会への関わり方を選択・判断する姿の分析 

   小学校学習指導要領解説社会編（平成 29 年６月）においては、「社会への関わり方を選

択・判断する」について、「社会的事象の仕組みや働きを学んだ上で、習得した知識などの

中から自分たちに協力できることなどを選び出し、自分の意見や考えとして決めるなどし

て、判断すること」と示されている。  

   また、「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめ」（平成 28 年８月）の中で

は、社会に見られる課題を把握して、解決に向けて学習したことをもとにして社会への関

わり方を選択・判断する力として、「構想する力」が示されている。  

   そこで、本委員会が考える「社会への関わり方を選択・判断する姿」を、次のように定

義した。  

 

 

 

(3)  一覧への整理  

   新学習指導要領では、社会への関わり方を選択・判断する学習活動を設定する単元につ

いては、各学年の「内容の取扱い」において、概ね次の①又は②のように示されている。  

    ① 自分たちにできることを考えたり選択・判断したりできるよう配慮すること  

    ② 多角的に考えて、これからの産業などの発展について、自分の考えをまとめる  

ことができるよう配慮すること  

   そこで、本委員会では、各学年のどの単元において、「社会への関わり方を選択・判断す

る」学習活動を設定することが求められており、授業ではどのような「社会に見られる課題」

や「社会への関わり方を選択・判断する姿」を設定することができるのかを分析し、次頁の

ように一覧へ整理した。  

 

 地域社会における安全の確保や、良好な生活環境の維持、資源の有効利用、自然災害へ

の対策、伝統や文化の保存・継承、国土の環境保全、産業の持続的な発展、国際平和の構

築などの中で、複数の立場から追究したり、解決に向けて自分たちにできる関わり方を選

択・判断したりすることができるもの 

 社会に見られる課題を把握して、その解決に向けて、学習したことを基に、地域や社会

の一員として自分たちにできる社会への関わり方を選択・判断している姿 
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    ※  は、本委員会で実践を行った単元  

学年 内容 内容の取扱い 社会に見られる課題の例 選択・判断する姿の例 

第
３
学
年 

地 域 の 安

全 を 守 る

働き 

 地域や自分自身の安全を守る

ために自分たちにできることな

どを考えたり選択・判断したりで

きるよう配慮すること。 

どんなに交通事故を防

ぐ取組をしても、交通

事故は発生しており、

簡単にはゼロにならない。

・一人一人が交通ルールを守る。 

・子供 110 番の家を確認する。 

・外出する時は防犯ブザーを持つ。 

・警察官や地域の方に挨拶をする。 

・交通事故を防ぐ取組を調べる。 

市 の 様 子

の 移 り 変

わり 

 「人口」を取り上げる際には、

少子高齢化、国際化などに触れ、

これからの市の発展について考

えることができるよう配慮する

こと。 

市の人口は、この 10 年

間で急に増えていて、

これからも増え続ける

かもしれない。 

・今よりも住みやすい市になるように、

私たちも市のまちづくりの計画を調

べ、市の発展に協力していきたい。 

・子供から高齢者、外国人のことまで考

えたまちづくりが大切だと思う。 

第
４
学
年 

人 々 の 健

康 や 生 活

環 境 を 支

える事業 

 節水や節電、ごみの減量や水を

汚さない工夫など、自分たちにで

きることを考えたり選択・判断し

たりできるよう配慮すること。

東京都（首都圏）は、

現在も渇水が起きやす

い状況にある。 

・限りがある水の無駄使いをしない。 

・家族に水を大切にするよう伝える。 

・トイレ、シャワーの適量を考える。 

・節水の取組を調べる。 

自 然 災 害

か ら 人 々

を 守 る 活

動 

 地域で起こり得る災害を想定

し、日頃から必要な備えをするな

ど、自分たちにできることなどを

考えたり選択・判断したりできる

よう配慮すること。 

自然災害は、いつ発生

するか分からない。 

・大きな地震に備え、地域のハザードマ

ップを確認しておく。 

・東京都では、今後も洪水が発生する可

能性があるので、避難経路の確認や災

害避難セットを家に常備しておく。 

県 内 の 伝

統や文化、

先 人 の 働

き 

 文化財や年中行事については、

地域の伝統や文化の保存や継承

に関わって、自分たちにできるこ

となどを考えたり選択・判断した

りできるよう配慮すること。 

地域の祭りなどに参加

する人の数が減ってい

たり、後継者が少なく

なってしまったりして

いる。 

・祭りがずっと続くよう、これからも参

加していきたい。大人になったら中心

になって祭りを受け継いでいきたい。

・文化財にはどれも地域の人々の思いや

願いが込められている。大切にしたい。

第
５
学
年 

我 が 国 の

農 業 や 水

産 業 に お

け る 食 料

生産 

 消費者や生産者の立場などか

ら多角的に考えて、これからの農

業などの発展について、自分の考

えをまとめることができるよう

配慮すること。 

魚が獲れなくなってき

ていて、これから魚は

とれなくなるかもしれ

ない。 

・獲りすぎないように、獲る量を制限する。

・小さい魚が獲れた時は、すぐに海に戻す。

・消費者も水産エコラベル等の商品を買う。

・獲り続けることができるよう漁業者、

研究者、消費者がみんなで協力する。

我 が 国 の

工業生産 

 消費者や生産者の立場などから

多角的に考えて、これからの工業の

発展について、自分の考えをまとめ

ることができるよう配慮すること。

日本国内の工業生産量

は、年々縮小傾向である。

・消費者や社会のニーズ（安全、利便性

等）にあった工業生産を行う。 

・より環境に配慮した製品づくりを目指し

て研究開発を続け、技術を向上させる。

我 が 国 の

産 業 と 情

報 と の 関

わり 

 産業と国民の立場から多角的に

考えて、情報化の進展に伴う産業の

発展や国民生活の向上について自

分の考えをまとめることができる

よう配慮すること。 

情報の扱われ方によっ

て社会の混乱が起こる

可能性がある。 

・情報通信技術を活用することで、生活が

便利になっている。もっと情報を有効活

用できるようになるとよいと思う。 

・個人情報がもれなかったり、高齢者や障

害者が簡単に操作できたりするとよい。

我 が 国 の

国 土 の 自

然 環 境 と

国 民 生 活

との関連 

 森林資源の働きと公害の防止

と生活環境については、国土の環

境保全について、自分たちにでき

ることなどを考えたり選択・判断

したりできるよう配慮すること。

日本の国土の多くは森

林が占めており、保全

が困難になっている。

・森林保全の取組の中で、募金など自分

が関われるものを調べ、実行したい。

・どんな木材を使っているかを確認する。 

・国産木材使った製品や間伐材マークの

入った商品を購入するようにする。 

第
６
学
年 

我 が 国 の

政 治 の 働

き 

 国民としての政治への関わり方

について多角的に考えて、自分の考

えをまとめることができるよう配

慮すること。 

政治に関わることで、

社会をよりよくするこ

とができると考える人

が少ない。 

・選挙に行かなければ、意見が生活に反

映されない。私たちの代表者を選挙で

選ぶために選挙に行くようにした。 

・国民が選挙に関心をもつ対策が大切だ。 

グ ロ ー バ

ル 化 す る

世 界 と 日

本の役割 

 世界の人々と共に生きていく

ために大切なことや、今後、我が

国が国際社会において果たすべ

き役割などを多角的に考えたり

選択・判断したりできるよう配慮

すること。 

外国の文化や習慣を認

めるまでには、時間が

かかることもある。 

・違う国の文化や習慣を受け入れるのに時

間はかかるかもしれないが、その国で人

気のあるスポーツについて調べ、話題に

するなど積極的に関わっていきたい。 

・日本との違いを認める、その国のマナ

ーに反することはしないようにする。

※ 「我が国の歴史上の主な事象」の学習では、現在の自分たちの生活と過去の出来事との関わりを考えたり、過去の出

来事を基に現在及び将来の発展を考えたりするなど、歴史を学ぶ意味を考えるようにすることと示されている。 
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２ 指導例の開発 

(1)  学習過程の設定  

   本委員会では、上記の一覧を基にした指導例を開発し、検証授業を実施するには、「社会

に見られる課題を把握して、その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断する学習の

充実」を図るための学習過程を明らかにする必要があると考えた。そこで、「次期学習指導

要領等に向けたこれまでの審議のまとめ」（文部科学省・平成 28 年８月）に示された「社

会科、地理歴史科、公民科における学習過程のイメージ」を参考に、学習過程と各過程に

おける具体的な学習活動を設定した（次頁参照）。  

(2)  「社会に見られる課題」の提示方法の工夫  

   次に、「社会に見られる課題」を学習過程のどの場面で提示すると「その解決に向けて社

会への関わり方を選択・判断する」ことにつながるのかについての検討を行った。その結

果、「問題把握」の場面で「社会に見られる課題」を提示し、学習問題として追究していく

方法と、「問題解決」の場面で提示し、新たな問いとして追究することで、その解決に向け

て社会への関わり方を選択・判断する方法を提案し、その有効性を考察することとした。 

    「問題把握」の場面で提示… 学習問題を見いだす場面で「社会に見られる課題」を

提示することで、児童が学習問題を追究していく際の視

点の一つとして、意識できるようにする。 

                  そして、単元の終末（問題解決の場面）において改め

て「社会に見られる課題」を提示し、児童が学習問題に

対する自分の考えをまとめた後に、社会に見られる課題

の解決に向け、学習したことを基に、社会の一員として

自分にできる関わり方を選択・判断できるようにする。 

 

    「問題解決」の場面で提示… 学習問題に対する自分の考えをもった後に「社会に見

られる課題」を提示し、児童が新たな問いとして追究で

きるようにする。 

                  そして、新たな問いの解決に向け、児童が学習したこ

とを基に、より広い視野から、社会の一員として自分に

できる関わり方を選択・判断できるようにする。 

 

   本委員会では、上述(1)と(2)を検証するために、以下の４本の指導例を開発するととも

に、検証授業と児童の反応を基に、本研究の有効性について考察を行った。 

   ① 第４学年 「水はどこから」 10 時間扱い 

   ② 第４学年 「安全なくらし～けいさつの仕事と人々のくらし」 ８時間扱い 

          ※ 新学習指導要領では、第３学年の内容(3)「地域の安全を守る働き」

に該当する。 

   ③ 第５学年 「水産業のさかんな地域～変わりゆく日本の水産業～」 10 時間扱い 

   ④ 第６学年 「日本とつながりの深い国々」 10 時間扱い 
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問
題
解
決
（
選
択
・
判
断
す
る
） 

問
題
把
握
（
つ
か
む
） 

構
想
・
ま
と
め 

〇 構想・まとめる。 

・ 学習問題に対する自分の考 

えをもつ。  
 

 

動
機
付
け 

方
向
付
け 

問
題
追
究
（
調
べ
る
） 

情
報
収
集 

考
察 

学習過程 

〇 学習問題を見いだす。 

 ・ 社会的事象を知る。 

・ 気付きや疑問を出し合う。 

・ 学習問題を設定する。 

 

〇 問題解決の見通しをもつ。 

 ・ 学習問題に対する予想を立てる。 

 ・ 調べる方法を考え、学習計画を

立てる。  

 

 

 

 

 

〇 問題解決の見通しをもつ。 

 ・ 学習問題に対する予想を立てる。 

 ・ 調べる方法を考え、学習計画  

を立てる。  

〇 社会に見られる課題を把握する。 

 ・ 気付きや疑問を出し合う。 

 ・ 課題に対する予想を出し合う。 

 ・ 学習問題を設定する。  

〇 学習計画に沿って調べる。 

 ・ 様々な資料を活用して調べる。 

 ・ 学校外での観察や調査などを  

通して調べる。  

 ・ 他の児童と情報を交換する。  

 

〇 考察する。 

 ・ 社会的事象の意味や特色、相  

互の関連を考える。  

 ・ 多角的に考察する。  

 ・ 情報収集した内容を基にそれ  

ぞれの考えを話し合う。  

〇 社会に見られる課題をとおして、

社会への関わり方について考える。 

・ 社会に見られる課題の解決に

向けて、学習したことを基にし

て、社会への関わり方を選択・

判断する。  

〇 学習計画に沿って調べる。 

 ・ 様々な資料を活用して調べる。 
 ・ 学校外での観察や調査などを通

して調べる。  
 ・ 他の児童と情報を交換する。  
 

〇 考察する。 

 ・ 社会的事象の意味や特色、相互

の関連を考える。  
 ・ 多角的に考察する。  
 ・ 情報収集した内容を基にそれぞ

れの考えを話し合う。  
 

〇 構想・まとめる。 

・ 学習問題に対する自分の考えを

もつ。  

〇 社会に見られる課題を把握し、 

社会への関わり方について考える。 

 ・ 新たな問いを見いだし、学習

したことを基にして、解決に向け

てできることを選択・判断する。 

問題把握の場面で提示する例 問題解決の場面で提示する例 
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Ⅴ 実践 

実践１  「水はどこから」（第４学年）  

１ 単元の目標 

 ○ 飲料水を供給する事業について、供給の仕組みや経路、県内外の人々の協力などに着目

して、見学・調査したり地図などの資料で調べたりしてまとめ、飲料水の供給のための事

業の様子を捉え、位置や他地域とのつながり、時期による違いを関連付けて考え、飲料水

を供給する事業は、安全で安定的に供給できるよう進められていることや、地域の人々の

健康な生活の維持と向上に役立っていることを理解できるようにする。 

 ○ 飲料水の供給のための事業について、学習問題の解決に向けて意欲的に追究し、学んだ

ことを基にして、「限りある資源」である水をこれからも利用するために都民としてでき

ることを考えようとしている。 

２ 開発のポイント 

(1)  社会に見られる課題について 

   本単元では、普段、当たり前のように使っている飲料水は、計画的、協力的に供給され

ていて、生活に欠かすことができないということを理解するとともに、「水は限りある資

源だから、大切に使っていきたい」という態度を育てることを目指している。しかしなが

ら、児童に「水は限りある資源である」ということを実感させることが難しい単元でもあ

る。そこで、社会に見られる課題を次のように設定した。 

 

 

   問題把握の場面では、「水が使えなくなると、今の生活はできなくなる」という事実を

確認し、水は自分たちの生活に欠かせないものであるという意識をもたせた上で、社会に

見られる課題を提示した。そうすることにより、渇水が起きやすい状況でも私たちが飲料

水をいつでも使うことができているのは、その事業や対策に関わる人々が様々な工夫や努

力を続けているからであるということを理解できるようにした。 

   そして、問題解決の場面では、どんなに対策や事業を整備したり、関わる人々が努力を

したりしても、雨が降らなければ東京都は水不足になるという事実を再度提示することで、

児童は「水は限りある資源である」ということを実感し、節水などの社会への関わり方を

選択・判断していくようにした。 

(2)  社会への関わり方を選択・判断する姿 

   「限りある資源」である水をこれからも使っていくために、社会への関わり方を選択・

判断している姿として、以下の姿を設定した。 

 

 

 

 

 

 

問題把握の場面で提示する指導例

 ・ 水の無駄使いしないようにする。 

 ・ トイレ、シャワーの適量を考える。 

 ・ 雨水などをためておいて使う。 

 ・ 家族にも、水を大切にするように伝えていく。 

 ・ 節水の取り組みにはどのようなものがあるのか調べ、挑戦してみる。 

東京都（首都圏）は、現在も渇水が起きやすい状況にある。 
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３ 小単元の指導計画（10 時間扱い）   

 ねらい（問い）  ○学習活動 ・ 児童の反応  ◎資料  ＊留意点  

問
題
把
握
・
２
時
間 

 私たちは、毎日の

生活の中で、どのよ

うなときに水を使

っているだろう。  

○どのようなときに水を使っているかを発表する。

・トイレ ・風呂 ・洗濯 ・料理 ・プール  
○水がなくなると、どのような生活になってしま

うか話し合う。  
・今の生活ができなくなってしまう。  
 

 
○人口、水道使用量、取水制限の時間数のグラフ

から分かることを話し合う。  
・東京でも渇水になって困ったことがある。  
・人口と水の使用量が増えてきている。  
・人口や使用量は増えているが、取水制限になっ

た時間は減っている。  
 
 
○学習問題に対する予想を考える。  
・ダムを大きくしたのではないか。  
・水を配る管を増やしたのではないか。  
・働く人の数を増やしたのだと思う。  

◎水を使う場面の図  
◎水の使う場面のコンセプト

マップ  
＊コンセプトマップから、生活

との関わりに気付くように

する。  
 
◎東京大渇水（1964 年）資料

◎東京都の水道使用量、取水制

限になった時間数（1964 年

～2017 年） 

＊人口と使用量は増加し、取水

制限が毎年のように行われ

ていることをおさえる。  

問
題
追
究
・
６
時
間 

 水道の水は、どこ

から、どのようにし

てやってくるのだ

ろう。  

○蛇口までの経路を調べる。  
・水源林→ダム→取水せき→浄水場→給水所→配

水管→家・学校・工場など→蛇口の順で、やっ

て来ている。  

◎水道施設の写真  
＊水道施設の写真を順番に並

び替え、水の経路が視覚的

に把握できるようにする。

 水源林やダムに

はどのような役割

があるのだろう。  
（２時間）

○ダムや水源林の役割、ダムや水源林で働く人の

工夫や努力を調べる。  
・たくさんの水を確保するために働いている。  
・計画的にダムを造っている。  
・周りの県とも協力している。  

◎ダムや水源林で働く人の話

◎近代水道年表  
◎関東近県のダムの分布地図

＊計画的、協力的に事業が進め

られていることを押さえる。

 浄水場の仕組は

どのようになって

いるのだろう。  
（２時間）

○浄水場の仕組、浄水場で働く人の工夫や努力に

ついて調べる。  
・ダムと同様に計画的に進められている。  
・水をきれいにするためにたくさんの工夫がある。

◎近代水道年表と分布図  
◎浄水場で働く人の話  

 給水所や配水管

にはどのような役

割があるのだろう。

○給水所や配水管の役割、配水管が整備されてい

った様子を調べる。  
・区市町村が大きくなるにつれて伸びている。  
・常に届けられるように管理している。  

◎給水管地図  
◎水道局の方の話  
◎漏水検査の写真  
◎配水管工事の立て看板  

 

 私たちが、いつで

も安全な水を使え

るように、だれがど

のようなことをし

ているのだろう。  

○学習問題に対する自分の考えをまとめる。  
・わたしたちの使う水は、水道局の人たちや周り

の県が協力して届けられている。だからいつで

もきれいな水を使えることが分かった。  

＊安全、いつでも、大量の視点

に注目して考えるようにする。

問
題
解
決
・
２
時
間 

 水道の水をこれ

からも使っていく

ために、私たちはど

のようなことがで

きるのだろう。  

○1994 年の水不足の様子、渇水時のダムの写真等

から分かることや考えたことを話し合う。  
 
 
・今でも東京は毎年水不足になっている。  
・水道事業が計画的に進められ、水道施設が整備

されても、雨が降らないと水不足になる。  
○自らの生活を振り返り、これからの水のよりよ

い使い方を考え、発表する。  
・水は、限りがある資源なので無駄使いしないよ

うにする。 

・家族にも、水を大切にするように伝えていく。

・雨水などを溜めておいて、使うようにする。 

・節水の取り組みには、どのようなものがあるの

か調べ、節水に挑戦してみる。  

◎1994 年列島渇水資料 

◎渇水時のダムの写真 

◎現在の貯水率  
＊渇水は天候に因るところ

が大きく、いつ水不足が発

生するか分からないこと

を押さえる。  

社会に⾒られる課題

私たちが、いつでも安全な水を使えるように、だれがどのようなことをしているのだろう。

東京都は、現在も渇⽔が起きやすい状況にある。

東京都は、現在も渇⽔が起きやすい状況にある。
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４ 考察 

(1)  「社会に見られる課題」を提示したとき（第２時）の児童の反応 

 

 

 

 ⇒ 学級の多くの児童がこのような反応であり、児童は、「水は暮らしに欠かせない」、「大

量の水が常に私たちのもとへ届けられている」という視点をもちながら、学習問題を追究

することができた。また、「社会に見られる課題」を提示したことにより、児童は「昔の

ように（＝時間の経過）」や、「人口が増えて、水を使う量も増えている（＝時期による

変化）」といった追究の視点に着目することができたと考える。 

(2)  単元の終末で見られた児童の反応 

 ① 「社会に見られる課題」について認識を深めた児童の反応 

 

 

 

 

 

 ⇒ 児童の反応からは、水道事業に関わる人々がどんなに工夫や努力をしても水不足になる

ことがあることを理解し、自分たちの水の使い方をもう一度見直さなければならないこと

を、必要感をもって考えていると考察することができる。これは、学習した内容を通して

「社会に見られる課題」への関心が高まり、実際の社会と学習内容を結び付けることがで

きた児童の姿であると考える。 

 ② 「選択・判断」で見られた児童の反応 

 

 

 ⇒ 家族で取り組める節水の方法を話し合った際の反応である。各家庭でできることを調べ、

それを伝え合うことにより、自分の家だけでは気付けなかった取組にも関心をもち、何人

もの児童が新しい取組へ挑戦しようとしていた。これは、水不足になる可能性があるとい

う「社会に見られる課題」に対して、水道局の人々の取組ではなく、自分たちの取組で解

決しようと選択・判断した姿であると考える。 

(3)  実践上のポイント～自分で選択・判断した取組への挑戦～ 

   本単元の終末において選択・判断した取組について、夏季休業中に取り組むこととした。

家族で協力して取り組んだという児童もいれば、「洗濯に風呂の水を使う」という作戦に

取り組んでみたものの、平日は時間がなくて達成できず、「休日に無理なく行うことにし

た」と生活の実態にあった取組に修正した児童もいた。これらの結果からは、各自が意欲

的に取り組んでおり、学習内容を実際の生活にフィードバックできていると考察すること

ができるため、「社会に見られる課題」を適切に選択し、指導計画へ効果的に組み込むこ

とは、児童が主体的に社会の形成に参画しようとする態度の育成につながったと考える。 

◇ 自分たちが生活している中で、たくさんの場面で水を使っていることが分かった。もし、昔のように

水不足になってしまったら、自分は生活できなくなってしまう。自分だけでなくて、公園やお店も開け

ないから困る。 

◇ 人口が増えて、水を使う量も増えているのに、どうして水不足にならないのだろう。 

◇ 人口が増えていても、水道局の人たちが頑張ってくれているので、たくさんの水が使えることが分

かったが、雨が降らないと水不足になることが分かった。 

◇ 一番人口が多くて、水を使っている東京都が水不足になりやすいと聞いて、怖くなった。自分たち

でできることをしなければならないと真剣に思った。 

◇ 今朝のニュースで、水不足の事を取り上げていた。自分たちの水が来ている川ではなかったけど、

このままだと水不足になるかもしれない。 

◇ 水を大切にすることは分かっていたけど、友達の家の作戦を聞いてみると、いろいろな方法がある

ことが分かった。家族で新しい方法に挑戦してみたい。 
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実践２ 安全なくらし～けいさつの仕事と人々のくらし」（第４学年）  

 

１ 小単元の目標 

 ○ 地域の安全を守る働きについて、施設・設備などの配置、緊急時への備えや対応などに

着目して、見学・調査したり資料などで調べたりして関係機関や地域の人々の諸活動を捉

え、相互の関連や従事する人々の働きを考え表現することを通して、警察署などの関係機

関は、地域の安全を守るために相互に連携して緊急時に対処する体制をとっていることや、

関係機関が地域の人々と協力して火災や事故などの防止に努めていることを理解できるよ

うにする。 

 ○ 地域の安全を守る働きについて、学習問題の解決に向けて意欲的に追究し、学んだこと

を基にして、地域や自分自身の安全を守るために地域の中でできることを考えようとして

いる。 

２ 開発のポイント 

(1)  社会に見られる課題について 

   本単元では、警察署を中心とした関係機関と地域の人々は、交通事故等が地域で起きな

いようにするために協力して取り組みを行っているということを理解していく。しかしな

がら、それらの取組が行われていても交通事故は発生しており、その件数が簡単に「ゼロ」

になることはない。そこで、社会に見られる課題を以下のように設定した。 

 

 

   児童は、幼い頃から家庭や学校で「交通事故や不審者に気を付けよう」と教えられてき

ている。しかしながら、学年を重ねるにつれ自分の身を守ることに対する切実感が薄れて

きている児童もいる。そこで、問題把握の場面では、「交通事故は、毎日、全国各地で発

生している」という事実を確認し、交通事故は私たちの近くでも起きる可能性があるとい

う意識をもたせた上で、社会に見られる課題を提示した。そうすることにより、地域の安

全が守られているのは、関係機関と地域の人々が相互に連携して、緊急時の対処や交通事

故の防止に努めているからであるということを理解できるようにした。 

   そして、問題解決の場面では、警察署などと地域の人々どんなに緊急時の対処や交通事

故の防止に努めても、交通事故は簡単にはゼロにならないという事実を再度提示すること

で、児童は自助の大切さを実感し、地域や自分自身の安全を守るためにできる社会への関

わり方を選択・判断していくようにした。 

(2)  社会への関わり方を選択・判断する姿 

   交通事故などから私たちや地域の安全を守るために、社会への関わり方を選択・判断し

ている姿として、以下の姿を設定した。 

 

 

 

 

 ・ 交通事件がゼロに近付くよう、一人一人が交通ルールを守る。 

 ・ 子供 110 番の家を確認しておいたり、外出する時は防犯ブザーを持ったりする。 

 ・ 警察官や地域の方に感謝し、心をこめて挨拶をしたいと思う。 

 ・ 交通事故を防ぐ取組にはどのようなものがあるのか調べ、挑戦してみる。 

問題把握の場面で提示する指導例

どんなに交通事故を防ぐ取組をしても、交通事故は発生しており、簡単にはゼロにならない。
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３ 単元の指導計画（８時間扱い）   

 ねらい（問い）  ○学習活動 ・ 児童の反応  ◎資料  ＊留意点  

問
題
把
握
・
２
時
間 

 私たちが生活す

る地域では、交通事

故がどれぐらい起

きているのだろう。

○交通事故の発生件数を調べる。  
・交通事故は、私たちの近くでたくさん

起きている。  
・交通事故の数は減ってきている。  
 
 
 
○交通事故が減ってきている理由を話

し合う。  
・警察の取り締まりが厳しくなった。  
・交通ルールを守るようになった。  

◎交通事故の発生件数  
◎ニュース記事  
＊交通事故はいたるところで起きてい

ることを押さえる。  
 
 
 
◎東京都の事故の発生件数と事件の発

生件数のグラフ  
＊発生件数は減っているが、ゼロにはな

っていないことを押さえる。  

 
 
○学習問題に対する予想を考える。  
・警察署が中心になって取り組んでいる

のではないか。  
・消防署と同じように、地域とも連携を

しているのではないか。  

問
題
追
究
・
４
時
間 

 事件や事故を防

ぐために警察はど

のようなことをし

ているのだろう。  
（２時間）

○警察の役割や警察官の仕事を調べ

る。  
・通信指令室でパトカーの位置を把握

して、指示を出している。  
・パトロールや交通整理をしている。  

◎警視庁「ピーポ君ピーコちゃんの警察

のお仕事ってなあに？」 

＊事件や事故が起きないよう、発生防止

に努める仕事が多いことを押さえる。

 事件や事故を防

ぐために地域では

どのようなことを

しているのだろう。

○地域にはどのような防犯システムが

あるのか調べる。  
・区役所が協力しているとは思ったけ

ど、町内会や商店街が協力している

とは思わなかった。  

◎地域の防犯システムの写真（ピーポ君

110 番の家のシール、防犯カメラ） 

＊自分たちの知らないところで協力体

制がとられていることを押さえる。 

 事件や事故を防

ぐために地域の人

たちはどのような

ことをしているの

だろう。  

○地域の人たちの活動を調べる。  
・通学路で見守ってくれている人がいる。

・シルバーさんがどんな思いで毎朝、

見守ってくれているか分かった。  

◎通学路のボランティア（シルバーさ

ん）の話 

問
題
解
決
・
２
時
間 

 交通事故から私

た ち を 守 る た め

に、誰がどのよう

な取り組みをして

いるのだろう。  
 
 
 

○調べて分かったことを関係図にまと

め、学習問題に対する自分の考えを

書く。  
・警察や区役所などの関係機関が連携

して設備を整備したり働きかけをし

たりしながら、地域の方々とも協力

して地域の安全を守っていることが

分かった。  

＊警察、区役所、地域の三つが連携し

ていることを押さえる。  
 
 

 交通事故を減ら

すために、私たち

はどのようなこと

ができるのだろう。 
 
 
 
 
 
 

○これまでの学習を基にして、交通事

故を減らすためにできることを考

え、発表する。  
 
 
 
・交通事件がゼロに近付くよう、一人

一人が交通ルールを守る。  
・子供 110 番の家を確認しておいたり、

外出する時は防犯ブザーを持ったり

する。 

・シルバーさんたちにも感謝し、心を

こめて挨拶をしたいと思う。 

・交通事故を防ぐ取組にはどのような

ものがあるのか調べ、挑戦してみる。

◎交通事故の発生件数  
 
 
 
 
 
＊警察署などと地域の人々どんなに交

通事故の防止に努めても、交通ルー

ルを守らない人がいると、事故は起

きてしまうことを押さえる。  
 

社会に⾒られる課題

どんなに交通事故を防ぐ取組をしても、交通事故は発⽣してお
り、簡単にはゼロにならない。

交通事故から私たちを守るために、誰がどのような取り組みをしているのだろう。 

どんなに交通事故を防ぐ取組をしても、交通事故は発⽣してお
り、簡単にはゼロにならない。
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４ 考察 

(1)  「社会に見られる課題」を提示したとき（第１時）の児童の反応 

 

 

 

 ⇒ 前単元で、「火事はいくら予防してもゼロにはならない」という「社会に見られる課題」

を提示したことが、本単元の学習でも生かされている。また、警察の働きがあっても交通

事故はゼロにはならないことから、「自分たちには何ができるか」といった自助の考え方

をもちながら、学習問題を追究することができたと考える。 

(2)  学習の終末で見られた児童の反応 

 ①「社会に見られる課題」について認識を深めた児童の反応 

 

 

 

 ⇒ 児童の反応からは、警察署などの関係機関や地域の人々など、様々な立場の人たちによ

る交通事故を防ぐ取組を調べてきた結果、地域の安全を守ることに真剣に取り組んできた

人々の思いを理解することができていると読み取ることができる。さらに、そうした人々

の取組や思いがあるにもかかわらず、交通事故はゼロにはならないということを認識しつ

つ、その事実に対して「なぜゼロにならないのだろう？」という疑問がうかがえる。これ

は、学習した内容を通して「社会に見られる課題」への関心が高まり、どうにかして課題

を解決することができないかと、切実感をもって考え始めた児童の姿であると考える。 

 ②「選択・判断」で見られた児童の反応 

 

 

 ⇒ これまでの学習を基にして、交通事故を減らすためにできることを話し合った際の反応

である。本単元を学習する前には、「信号無視をしない」や「ヘルメットをかぶる」など、

今までの生活経験の中で知っている知識を基にした反応ばかりであったが、本単元の終末

では、学習の中で自分が調べて分かったこと、友達の取組を聞いて知ったことなどの中か

ら、自分のできることを発表していた。中でも、直接事故を防ぐことにはならないが、地

域の人に感謝の気持ちをもって生活することを意識する児童の反応が増えていた。これは、

地域の人たちが「社会に見られる課題」の解決に真剣に取り組む姿やその思いを児童が真

摯に受け止め、自分たちにできる取組を選択・判断した姿であると考える。 

(3)  実践上のポイント～毎時間、社会に見られる課題に向かい合わせる～ 

   本実践では、問題把握の場面で「社会に見られる課題」を提示し、その後の問題追究の

場面においても毎時間「それでもゼロにはならない」と児童に問いかけ続けた。その結果、

学習が進み、知識が蓄積されるにつれて、「こんなに努力をしているのにどうして」、「ゼ

ロに近付けるためには何が必要なのか」といった問いが生まれていった。その結果、選択・

判断の場面でより、切実感をもって考えることができた。 

◇ 警察が色々パトロールなどを行ってくれるけど、火事と同じように、事故や事件は起こってしまうん

だなと思った。 

◇ 火事と同じでやっぱり減ってはいるが、ゼロにはどうしてもならないから、少しでもゼロにできるよ

うに信号を無視せずに（したことないけど）したいと思います。 

◇ 地域の人たちや警察が守っていて、僕たちも気を付けているのに、ゼロにならないなんて不思議だと

思った。 

◇ Ａさんは、20年以上も通学路を自主的に見守ってくれていて、色々頑張っているのだけれど、やっぱ

り事故はゼロにはならないと知って、Ａさんの努力が報われてほしいと思いました。 

◇ ピーポ君110番の家を調べておく。危険なものがあったり、公園の高い木などは切ってもらったりす

るなど、大人の人に言って安全を守る。シルバーさんにありがとうの思いを込めて、きちんと挨拶する。
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実践３  

 「水産業のさかんな地域～変わりゆく日本の水産業～」（第５学年）  

 

１ 単元の目標 

 ○ 我が国の水産業における食料生産について、生産量の変化、生産の工程、人間の協力関

係、技術の向上、輸送、価格や費用などに着目して、地図帳や地球儀、各種の資料で調べ

まとめ、食糧生産に関わる人の工夫や努力を捉え、その働きを考え、生産性や品質を高め

るよう努力したり輸送方法を工夫したりして、良質な食料を消費地に届けるなど、食料生

産を支えていることを理解できるようにする。 

 ○ 我が国の水産業における食糧生産について、学習問題の解決に向けて意欲的に追究し、

学んだことを基にして、消費者や生産者の立場などから多角的に考えて、これからの水産

業の発展について、自分の考えをまとめようとしている。 

２ 開発のポイント 

(1)  社会に見られる課題について 

   本単元では、水産業に関わる人々は、生産性や品質を高めるよう努力や工夫をしている

ことを理解していく。しかしながら、水産業は生産者の減少や高齢化、食のグローバル化、

消費量の減少など様々な問題を抱えている。そこで、水産業の現状を理解し、今後の発展

についての考えをもつことができるよう、社会に見られる課題を次のように設定した。 

 

   問題把握の場面では、「日本人は世界の平均の約３倍の魚を食べている」という事実を

確認し、水産物は私たちの食生活に欠かせないものであるという意識をもたせた上で、社

会に見られる課題を提示した。そうすることにより、国民の食生活を豊かにそして安定さ

せるため、食料生産に関わっている様々な人々の工夫や努力を理解できるようにした。 

   そして、問題解決の場面では、水産業関係者が工夫や努力をしても、水産資源が減って

しまえば、私たちは魚を食べられなくなるかもしれないという事実を再度提示することで、

児童がこれからの水産業の発展についての自分の考えをもつことができるようにした。 

(2)  社会への関わり方を選択・判断する姿 

   これからの水産業の発展を考える姿として、以下の姿を設定した。 

 

 

 

３ 小単元の指導計画（８時間扱い）   

 ねらい（問い）  ○学習活動 ・ 児童の反応  ◎資料  ＊留意点  

問
題
把
握
・
２
時
間 

 私たちはどれく

らい魚を食べてい

るのだろう。  

○日本人はどれぐらい魚を消費してい

るか調べる。  
・世界平均の約３倍も魚を食べている。

・マグロの人気が高い。  
・魚を獲りすぎているのではないか。  
 
 

◎マグロの漁獲量  
◎水産資源量のグラフ  
◎水産資源減少の記事  
 
 

社会に⾒られる課題

魚がとれなくなってきていて、今後はもっととれなくなるかもしれない。 

 ・ 漁業者は獲りすぎないように、獲る量を制限する。 
 ・ 小さい魚が獲れた時は、すぐに海に戻す。 
 ・ わたしたち消費者も「水産エコラベル」が貼られた商品を選んで買うようにする。 
 ・ 魚を獲り続けることができるように漁業者、研究者、消費者がみんなで協力する。 

問題把握の場面で提示する指導例 

⿂がとれなくなってきていて、今後はもっととれなくなるかもしれない。
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 ○日本の水産業の様子を概観する。  
・日本の周りには黒潮と親潮がぶつか

る豊かな漁場がある。  
 
 
○学習問題に対する予想を考える。  
・日本の周辺だけではなく、遠く外国

まで行っているのではないか。  
・魚を育てて獲っているのではないか。

◎とる漁業の様子の写真  
◎漁業者の話（文章資料）  
◎日本の主な漁場（世界地図）  
 
 
＊調べる視点として以下の２点を押さ

える。  
①確保や届けるための工夫や努力  
②獲り続けるための対策  

問
題
追
究
・
４
時
間 

 とる漁業はどの

ように行われてい

るのだろう。  

○とる漁業について調べる。  
・遠洋漁業は世界の国々とのルールの

もと何か月もかけて漁をしている。

冷凍技術が大切だと分かった。  
・近海の魚を獲る漁業は、一度に多く

の魚を獲らないともうけにならない。

◎カツオが回遊する範囲の世界地図  
◎マグロはえ縄漁の様子（映像）  
◎カツオ一本釣り漁の様子（映像）  
◎漁師の話（映像・文章資料）  
◎焼津漁港の人の話（文章資料）  
◎漁獲量減少のグラフ  
＊早く輸送するために工夫がされてい

ることを押さえる。  

 獲れた魚はどの

ようにわたした

ちのもとへ届く

のだろう。  

○市場の役割について調べる。  
・獲れた魚を水揚げし、せりに出されて

いる。  
・新鮮さを大切にして輸送されている。

◎高速道路網（図）  
◎市場の様子（せりや輸送など）の映

像や写真  

 育てる漁業（養

殖や栽培）はどの

ように行われてい

るのだろう。  
 

 

○育てる漁業について調べる。  
・高く売れる魚や人気の魚をよりおいし

く消費者に届ける工夫だと分かった。

・育てて放流することは、魚を減らさな

いための対策になる。  
・エサや稚魚が天然の魚だと知り、結局

は海の魚が減ることが分かった。  

◎フルーツ魚一覧  
◎養殖業の映像（大分県サバの養殖）  
＊研究開発によって、今まで養殖する

ことができなかった魚が養殖できる

ようになっていることを押さえる。  

 水産資源を守る

ためにどのような

対策が行われてい

るのだろう。  

○水産資源を守るための取組について

調べる。  
・ハタハタを増やすための話合いをし

て、他の県にも協力してほしい。  
・網の目を大きくして魚が逃げられる

ようにしている。水産エコラベルが

ついた魚を買えば協力できるので、

もっと広まればよい。  

◎秋田県ハタハタ漁の漁業制限につい

て（グラフ、文章資料） 

◎京都府舞鶴市の取組（映像・文章資料）

◎水産庁の方の話（文章資料） 

◎水産物に貼られた水産エコラベル 

問
題
解
決
・
２
時
間 

 水産業にかかわ

る人々は、どのよ

うに水産物を確保

しわたしたちに届

けているのだろう。 
 

○学習問題に対する自分の考えをまと

める。  
・水産業に関わる人たちは、生産性や

品質を高めるよう努力したり、輸送

する方法を工夫したりして、新鮮な

水産物を私たちに届けていることが

分かった。  

＊国民の食生活を支える重要な役割を

果たしていることを押さえる。  

 これからの水産

業は、どのように

なっていったらよ

いのだろう。  

 
 
○学んだことを基に、これからの水産

業の発展について自分の考えをまと

め、発表する。  
・漁業者は、とりすぎないように制限

することは、これからも続けるため

に大事だと思った。 

・自分は、消費者としておいしく安い

ものがほしいけれど、「水産エコラ

ベル」など少し高くてもよい獲り方

のものも買うこともできる。 

・販売者も「水産エコラベル」の魚を

紹介して売っていくとよいと思う。

 
 
＊これからの水産業の発展のためには

どのようになっていくとよいか、生

産者や消費者の立場にたって考える

ようにする。  
＊自分の考えをまとめた後に、グルー

プで話し合うようにする。  

 
 
 

水産業にかかわる人々は、どのように水産物を確保しわたしたちに届けているのだろう。

⿂がとれなくなってきていて、これから⿂はとれなくなるかもしれない。
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４ 考察 

(1)  「社会に見られる課題」を提示したとき（第１時）の児童の反応 

   

 

 ⇒ この反応は、これまでの水産業の学習の導入段階では、見ることがなかった反応である。

児童は「社会に見られる課題」への対策を予想しながら、水産資源が減っていることに問

題意識をもち、学習問題を追究しようとしている。これらは、問題把握の場面で「社会に

見られる課題」を提示したことによるものと考える。 

(2)  学習の終末で見られた児童の反応 

 ①「社会に見られる課題」について認識を深めた児童の反応 

  

 

 

 ⇒ 児童は、第３時に育てる漁業が解決策になると考えていたが、養殖業で使うエサは天然

の魚であることを知り驚いていた。そして、水産業者の様々な取組を理解した上で、どう

すれば「社会に見られる課題」の解決につながるかを自分なりに考えている姿が見られた。 

 ②「選択・判断」で見られた児童の反応    

 

 

 ⇒ 簡単には解決できないことを理解した児童からは、何をすればよいのかと悩む姿が見ら

れたが、児童の反応からは、これからの水産業の発展に多くの人が関心をもち、共に考え

ていくことが大切だと考え、選択・判断したと読み取ることができる。これは、魚が獲れ

なくなるかもしれないという「社会に見られる課題」を提示したことによる成果と考える。 

(3)  実践上のポイント～児童相互の思考の「見える化」～ 

   単元の終末において、これからの水産業の発展について考える前に、水産資源を守るた

めにはどのようなことを望んでいるかを、水産業者、販売者、研究者、消費者（自分）、

海の環境という立場から考える学習を設定した。個人で考え、その次に全体で話し合う形

式で授業を進めたところ、考え込んでしまい、自分の意見をまとめられない児童が多かっ

た。そこで、改善案として、付箋に書いた自分の考えをグループの台紙に貼っていく形式

を取り入れた。その結果、友達との意見交換が進み、グループの話合いも充実した。また、

自分の考えをノートにまとめられなかった児童  

には、キーワードでもよいから付箋へ書くよう  

に促すと、書くことができた。そして、グルー  

プの台紙に貼られたそれぞれの立場の考えを整  

理した上で学級全体の話合いを行うと、水産  

資源を守るための取組の意味を理解する児童が  

増えたため、これは、児童相互の思考の「見え  

る化」を図った成果であると考える。 
それぞれの立場について考えた付箋の記述 

◇ 魚が減ってきていることを知ってびっくりした。もしかすると、このまま減り続けないように人が育

てているのかなと思った。わたしは、魚が30年後になくなるかもしれないなら何か協力できることがあ

るのかなと思った。 

◇ 漁業の課題や（魚を減らさないようにする）対策を知った。魚を減らさないためには、育てる漁業に

力を入れ、とる漁業では、漁獲量を制限した方がよいと思う。漁獲量を制限すると、とる漁業をしてい

る漁業者が困るのではないかと思う。育てる漁業にすると、えさを天然の魚にしないといけないから、

まだまだ課題があると思う。 

◇ 今の漁業は日本みんなで考えていかなければいけないことだと思った。養殖業は、今の数を減らさな

いようにし、とる漁業は禁漁などをして魚の数を増やしてから漁獲量の制限をし、安定させていった方

がいいと思った。 
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実践４  「日本とつながりの深い国々」（第６学年）  

１ 小単元の目標 

 ○ グローバル化する世界と日本の役割について、外国の人々の生活の様子などに着目して、

地図帳や地球儀、各種の資料で調べてまとめ、日本の文化や習慣との違いを捉え、国際交

流の果たす役割を考え、表現することを通して、我が国と経済や文化などの面でつながり

が深い国の人々の生活は多様であること、スポーツや文化などを通して他国と交流し、異

なる文化や習慣を尊重し合うことが大切であることを理解できるようにする。 

 ○ グローバル化する世界と日本の役割について、学習問題の解決に向けて意欲的に追究し、

学んだことを基にして、我が国や諸外国の伝統や文化を尊重するために自分ができること

を考えようとしている。 

２ 開発のポイント 

(1)  社会に見られる課題について 

   本単元では、我が国とつながりの深い国の文化や生活について理解するとともに、グロ

ーバル化する社会の一員として、「あらゆる民族・人種・宗教の枠を越えて、お互いを尊

重し合いながら共に生きていかなければならない」という自覚や態度を育てることを目指

している。しかしながら、日本とは違う国々の習慣を理解するだけでは、本当に共生して

いくことは難しいという一面もある。そこで、社会に見られる課題を次のように設定した。 

 

   まず、問題把握の場面では、観光の生活の様子について学級全体で調べ、「日本とつな

がりの深い国々はどのような生活をしていて、日本とどのような関わりがあるのだろう」

という学習問題を見いだした上で、アメリカ、中国、サウジアラビア、ブラジルの中から

選択し、追究するようにした。そうすることにより、外国の人々の生活の様子と日本の文

化や習慣との違いを捉え、外国の人々の生活は多様であることを理解できるようにした。 

   問題解決の場面では、学習問題に対する自分の考えをまとめた後に社会に見られる課題

を提示した。そうすることにより、児童は外国の習慣を知るだけでは共生は難しいという

事実に触れ、それらを解決するために国際交流の役割について調べ、そして、グローバル

化する社会をどのように生きていくことが大切なのかを選択・判断していくようにした。 

(2)  社会の関わり方を選択・判断する姿の分析 

   我が国や諸外国の伝統や文化を尊重するために、社会への関わり方を選択・判断してい

る姿として、以下の姿を設定した。 

 

 

 

３ 小単元の指導計画（全 10 時間）   

 ねらい（問い）  ○学習活動 ・ 児童の反応  ◎資料  ＊留意点  

問
題 

 日本と外国との

関わりはどのよう

なものなのだろう。

○これまでの学習の中で、外国とどの

ような関わりがあったかを考える。  
・多くの食料や工業製品の原料を海外  

から輸入していた。  

＊３~６年の社会科を振り返り、世界地

図を活用して日本と外国の関わりを

おさえる。  
◎外国の暮らしの様子（写真）  

社会に⾒られる課題 

外国の文化や習慣を認めるまでには、時間がかかることもある。 

問題解決の場面で提示する例

 ・ 違う国の文化や習慣を受け入れるのに時間はかかるかもしれないが、その国で人気のあ

るスポーツについて調べ、話題にするなどして積極的に関わっていきたい。 

 ・ 日本との違いを認める、その国のマナーに反することはしないようにする。 
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把
握
・
３
時
間 

 
 
 

・中国から政治の仕組を学んでいた。  
○日本とつながりのある国について調

べてみたいことを考えよう。  

◎オリンピックの表彰式（映像）  
◎訪日外国人客数グラフ  
◎日本を訪れた理由（文書資料）  

 韓国の人々はど

のような暮らしを

し て い る の だ ろ

う。（２時間）  

○韓国の暮らしの様子を調べる。  
・韓国の歌手が日本で活躍している。  
・日本と韓国の学校制度は似ているけれ

ど、食事の習慣は違うこともある。  
 
 
○学習問題に対する予想を考える。  
・文化、貿易、観光、スポーツ等によ

るつながりがあると思う。  

＊学級全体で韓国の様子を調べる。  
＊韓国と日本は昔から深い関わりがあ

ることを押さえる。  
◎君にもできる国際交流（韓国）  
 
 
＊韓国と同様に、学校生活・文化や交

流・産業・衣食住という視点から調べ

てくことを確認する。  

問
題
追
究
・
３
時
間 

 日本とつながり

の深い国の人たち

は、どのような暮

らしをしているの

だろう。（３時間） 

○諸外国の生活の様子について調べ、ワ

ークシートにまとめる。  
・アメリカは他民族国家で多くの人種が

いて、日本と違っていた。  
・中国の料理は、地方によって特徴があ

るが、日本でよく食べられている。  
○調べた内容を伝え合う。  
・サウジアラビアは、石油の産業が発展

していて、多くの国に輸出している。

・どの国も、日本とのつながり方の特徴

が違う。  
・日本とは、生活の仕方や様式が違って

いて、各国の習慣に関係している。  

◎各自の集めた資料  
◎教科書・資料集・図書資料  
＊それぞれ調べた進捗情報は、タブレッ

ト端末に記入するようにさせる。  
＊日本には、外国の品物や文化が取り入

れられていることを押さえる。  
◎ワークシート  
＊諸外国には、日本と異なる文化や習慣

があり、日本との関わり方も各国によ

って違うことを押さえる。  
＊交流した内容は、ピラミッドストラク

チャーを活用してまとめていく。  

問
題
解
決
・
４
時
間 

 世界の人々と共

に生きていくため

には、どのような

ことが大切なのだ

ろう。（２時間）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○学習問題に対する自分の考えをまと

める。  
・日本と関係の深い国々は、国によっ

て違う文化や習慣があり、人々は、

それらに合わせた生活をしている。  
○文化や習慣の違う人々と生活する際

に大切だと思うことを話し合う。  
・お互いの文化や習慣の違いを尊重し

ていくことが大切だ。  
・相手の国を尊重することができる方

法は、あるのだろうか。  
○外国の習慣を尊重することは、どの

ようなことなのかを考える。  
・イスラム教の教えに、ハラールとい

うものがある。  
・豚肉もアルコールも飲食はできない。

 
 

＊日本の生活と外国の生活の関連につ

いて捉えさせる。  
 
 
 
◎外国に住む日本人の推移（グラフ）  
◎訪日外国人客数の推移（グラフ）  
 
 
 
 
◎ハラールについて（自作）  
◎日本で生活する上での難しさ（自作）

＊宗教によって、異なる考え方がある

ということを押さえる。  
 

 国際交流にはど

のような役割があ

るのだろう。  
 
 
 
 

○スポーツを通した国際交流について

調べる。  
・2020 年の東京オリンピック・パラリ

ンピックに向けて、一人で何かを行

動するのは難しいけれど、友達と協

力して観戦しに来た外国人に日本の

よさを伝えたい。  

◎企業の取組（自作）  
◎オリンピックについて（自作）  
◎リオ 2016 大会の閉会式（映像）  
◎サッカーの試合での問題（新聞記事）

◎東京都に住む外国人数の推移  
＊国際交流での外国と日本の間の問題

も取り上げるようにする。  

 私たちはどのよ

うなことができる

のだろう。  

○これまでの学習を基にして、外国の

人々と共生していくためにできるこ

とを考え、発表する。  
・違う国の文化や習慣を受け入れるの

に時間はかかるかもしれないが、そ

の国で人気のあるスポーツについて

調べ、話題にするなどして積極的に

関わっていきたい。 

・日本との違いを認め、その国の習慣

に反することはしないようにする。

＊相手の国の文化や習慣を認めるに

は、積極的に関わるとともに、自分

たちとの違いを認めることも大切で

あることを押さえる。  

日本とつながりの深い国々はどのような生活をしていて、日本とどのような関わりがあるのだろう。

外国の文化や習慣を認めるまでには、時間がかかることもある。 
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４ 考察 

(1)  「社会に見られる課題」を提示したとき（第８時）の児童の反応 

 

 

 

 

 ⇒ 第７時にイスラム教の「ハラール」という習慣の事例を取り上げたことにより、「異な

る習慣がある」ということを調べる段階で理解していても、その習慣を尊重しながら共に

生活をしていくことは難しいということの理解につながったと考える。そして、共に生き

ることの意味や課題を解決する方法を児童が意識することにつながったと考える。 

(2)  学習の終末で見られた児童の反応 

 ① 「社会に見られる課題」について認識を深めた児童の反応 

 

 

 

 

 ⇒ 児童の反応からは、文化や習慣の違いは理解しているが、それを越えて共に生きようと

するには、互いの文化等を尊重し受け入れていくことの大切さと難しさを感じていると読

み取ることができる。これは、第８時に「社会に見られる課題」を新たに提示したことに

より、実際の生活の中で日本とは異なる文化や習慣を受け入れることのメリットとデメリ

ットの両面について、切実感をもって考え始めた児童の姿であると考える。 

 ② 「選択・判断」で見られた児童の反応 

 

 

 

 ⇒ これまでの学習を基にして、外国の人々との共生を目指した国際交流をしていくために

できることを話し合った際の反応である。スポーツによる国際交流の代表として、人種や

民族などを越えて集いながら、「平和」を合言葉にオリンピック・パラリンピック競技大

会が行われている。３年後には海外から多くの人々が日本を訪れるため、共に過ごす機会

に向けて、自分は何ができるのかを真剣に選択・判断した姿であると考える。 

(3)  実践上のポイント～課題別学習による学び合い～ 

   第３時から課題別学習を取り入れ、日本とつながりの深い国（中国・アメリカ・サウジ

アラビア・ブラジル）から一つを選び、調べる視点は第１時で韓国を調べた際の視点（学

校生活・文化や交流・産業・衣食住）とし、必要な情報を個人が追究していくようにした。

そして第５時には、同じ国について調べたグループの中や、違う国を調べた友達との情報

交換の時間を設定し、それぞれ調べたことをピラミッドストラクチャーの形式を活用して

話し合いをまとめた。これらの活動によって、対話的な学びが深まるとともに、児童が自

分の考えを図で整理して考えることができるようになった。 

◇ 日本と外国の文化や習慣が違うということを知識として分かっていても、その違いを認め合いながら

生活していくということには、思っていた以上に難しさがある。それを解決する方法は、どのようなも

のがあるのだろうか。 

◇ 自分たちが、外国に行った時も、その国の習慣に合わせて生活をしていくという気持ちをもつことが

必要なのかもしれない。それが、相手の国を尊重するということなのかもしれない。 

◇ 外国の人が、日本で行っていないことを習慣にしている場合には、その習慣を受け入れるために、私

たち日本人の受け入れる準備が不十分なことが多い。まだ、子供の私には、解決するために一人で行動

することはできない。しかし、学んだことを大人に伝えたり友達と協力したりして、絵や図を活用して

パンフレットなどを作成することはできるかもしれない。分からないことを、そのままにしないで教え

てあげることが、相手の国を尊重しながら共にいきていくことだということが分かった。 

◇ ２０２０年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会が開催される上で、日本のよさを世界の

人々に伝えられるようになりたい。日本を知ってもらい、そのよさを多くの外国の人々に伝えることで、

日本という国を理解してくれる人が増える。そのために、日本の歴史や伝統、文化を更に学んで行くこ

とが自分にできることだと考える。 



－40－ 

 

Ⅵ 研究のまとめ 

１ 研究の成果 

(1)  「社会に見られる課題」と「社会への関わり方を選択・判断する姿」の分析 

   ○ 「社会に見られる課題」とは何か、「社会への関わり方を選択・判断する姿」とは

どのような児童の姿なのかを分析しながら教材を開発し、指導計画の作成に取り組ん

だ。その結果、社会的事象と自分たちの生活や産業等のつながりに関心をもち、これ

からどのような社会になってほしいかということや、自分たちは社会の一員としてど

のように行動できるかということを児童一人一人が選択・判断する学習を展開するこ

とができた。 
 

   ○ 「社会に見られる課題」及び「社会への関わり方を選択・判断する児童の姿」を一

覧表に整理したことは、教師が児童の反応を予想しながら、教材開発や資料提示の工

夫をすることにつながった。 
 

(2)  指導例の開発 

   ○ 「指導例」の開発を通して、「社会に見られる課題」を指導計画のどこに位置付け

ると効果的か、児童の反応を基に検証することができた。 
 

   ○ 「社会に見られる課題」を問題把握の場面で提示して実践を行った結果、毎時の振

り返りに今までの児童の反応より一歩踏み込んだ反応が出てくることが多かった。児

童一人一人が「社会に見られる課題」と向き合いながら考える場面で表出するのでは

ないかと考察する。 
 

   ○ 「社会に見られる課題」を問題把握の場面で提示し、問題解決の場面で再度提示し

たことは、児童がより切実感をもって、自分は何ができるのかを選択・判断すること

につながった。 
 

   ○ 「社会に見られる課題」を問題解決の場面で提示する場合、その場面のみの提示で

あると「社会に見られる課題」への感想のみになり、これまで学習してきたこととう

まく結び付けられないことがあることが分かった。学習問題に対する自分の考えをま

とめた後の「新たな問い」となるよう、指導計画や指導方法を工夫する必要がある。 

 

２ 研究の課題 

   ○ 一覧に整理した全ての内容について検証ができていないため、他の単元の実践を通

して、本研究の内容を考察していく必要がある。 
 

   ○ 指導計画のどこで「社会に見られる課題」を提示すると有効であるかということに

ついては、更なる検証を進めていきたい。 
 

   ○ 「社会に見られる課題」を設定する際には、発達段階に応じた教師の教材分析も重

要であり、学習指導要領の内容との整合性を十分に吟味した上で指導に当たる必要が

ある。 
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Ⅲ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理科で育成する資質・能力 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等  学びに向かう力、人間性等  

【理科の見方】 

○量的・関係的な視点で捉えている（エネルギー） 

○質的・実体的な視点で捉えている（粒子） 

○多様性と共通性の視点で捉えている（生命） 

○時間的・空間的視点で捉えている（地球） 

【理科の考え方】 

○比較する 

○関係付ける 

○条件を制御する 

○多面的に考える 

研究主題 

「理科の見方・考え方を働かせて、資質・能力を育成するための指導の在り方」 

研究仮説 

教材の解釈を通して、理科の見方・考え方がどのように豊かになっていくのかを明らか

にし、児童が見方・考え方を働かせている姿を教師が価値付けていけば、資質・能力が育

成される授業となるだろう。  

理科の見方・考え方はどのように豊

かになるのかを明らかにする。  

各単元で働かせる理科の見方・考え方

を整理する。  

理科の見方・考え方を働か  

せるための手だてを設定する。  

研究の方法 

１ 教材の解釈 

２ 授業実践 

【理科の目標】（平成 29 年３月告示 小学校学習指導要領より） 

自然に親しみ、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを

通して、自然の事物・現象についての問題を科学的に解決するために必要な資質・能力を次の

とおり育成することを目指す。  

 (1)  自然の事物・現象についての理解を図り、観察、実験などに関する基本的な技能を 

身に付けるようにする。 

(2)  観察、実験などを行い、問題解決の力を養う。  

(3)  自然を愛する心情や主体的に問題を解決しようとする態度を養う  

理科の見方・考え方が働いた児童の価値付けをする。  

 

児
童
の
思
考
に
沿
っ
た

指
導
計
画
の
立
案 授業で育成され

た資質・能力の評

価をする。 

見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
る 

指
導
の
在
り
方
の
整
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２ 運動遊びの実践教材集の開発 

(1)  開発の目的 

三つの資質・能力を育む運動遊びの授業づくりに向けて、実践教材集を開発した。上段

は、児童が動きを身に付けられる易しい運動例「Ann（Asobini naru neta）model」【図表

７】を、下段は児童が運動を遊びとして行えるようにするための指導例【図表８】を示し

ている。 

(2)  Ann model 解説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表７ Ann model】 

(3)  児童が運動を遊びとして行えるようにするための指導例の解説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表８ 児童が運動を遊びとして行えるようにするための指導例】 

  

知識及び技能面の資質・能力

領域の特性 

運動の名前 

運動のイラスト 
※イラストは文部科学省の『まるわかりハンドブック』『指導資料』

を中心に使用し、足りないものは本委員会で作成した。 

 

引き出したい動き引き出したい動き 

領域名 

領域の特性に沿った、 

誰もが楽しむことのできる 

簡単な運動 

外側の楕円で経験したことを 

工夫して行う運動 

領域の特性に 

沿わない運動や遊び 

Ann model 

① 誰もが楽しむことのできる環境を整え、遊びのきっかけをつくる 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 遊び方を工夫できる環境を整えて、更に動きを引き出す

 

 

 

 

 

 

 

 

     

   
 
 
 

 
 

◆教員が環境を提供する 

○「やってみたい」 

○今もっている力で楽しむ 

○シンプルな場 

いろいろ動けて 

楽しい 

 

 

 

◆動きを見取り、遊び方を広める 

○遊び方を認め、更に広げる  

○友達の工夫した遊び方 

○よい動きの価値付けと共有 

◆工夫している場を見取り、広める 

○遊びの場を変える 

○遊び方を工夫できる場 

 ○楽しく遊べる場 

言葉掛けの視点 
 
○学習に向かう意

欲を高める。 
○遊び心を刺激する。

 

言葉掛けの視点 
○よい動きを価値付

ける。 
○友達の遊び方を広

める。 
○どうやったらでき

たかを聞く。 
 

言葉掛けの視点 
○イメージが膨ら

むように、遊び方
を紹介する。 

○工夫した場での
よい動きを価値
付ける。 

こんな風に動くと 

楽しい 

 

 

 

こんな場で動くと 

楽しい 
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(4)  運動遊びの実践教材集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表９ 実践教材集例 上段（走・跳の運動遊び 跳の運動遊びの例）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表 10 実践教材集例 下段（走・跳の運動遊び 跳の運動遊びの例）】 

 

 

走・跳の運動遊び 

「跳の運動遊び」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

Ann model 

前方や上方に跳んだり、連続して跳んだりすること。 

 

特性 
調子よく跳ぶことが楽しい。 
体を巧みに操作しながらより遠く、より高く跳んだり、連続して跳んだりすることが楽しい 

ジャンピングアドベンチャー 

 

激流下り 
色ごとに跳び方（両足、片足等）を
変え、状況を判断しながら跳ぶ動き 

 

 

ゴム跳び 
 

 

 

 
 

いろいろなゴム跳び 

ゴムの置き方や高さ等を工夫し
た場に合わせて遠く、高く、連続
して跳ぶ動き 

 

川跳び助走を付けて片足で踏み切り、
主として前方に跳ぶ動き 

 

ケンパー跳び 
片足や両足で連続して
前方に跳ぶ動き 

○○アドベンチャー 

フープ跳び

用具を工夫した場に合わせて、遠
く、高く、連続して跳ぶ動き 

 

※イラストについては、文部科学省の「教師用指導資料 小学校体育（運動領域）まるわかりハンドブッ

ク」「多様な動きをつくる運動（遊び）パンフレット」「学校体育実技指導資料」から使用したり、本委

員会で作成したりした。 

助走を付けて片足で踏み切り、主
として上方に跳ぶ動き 

「ゴム跳び」を基にした「跳の運動遊び」の単元のイメージ 

① 誰もが楽しむことのできる環境を整え、遊びのきっかけをつくる 

 

 

 

 

 

 

 
 
② 遊び方を工夫できる環境を整えて、さらに動きを引き出す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 

 

◆「ゴム跳び」を思うがままに遊び、楽しめる環境を整えて、遊び込 
む時間を確保し、児童の自由な発想の中で多様な遊び方を引き出す。 
【出現が予想される遊び方】 

  足を変える（両足、左足、右足） 跳ぶ向きを変える  
跳ぶ人数を変える 数えて跳ぶ ゴムの高さを変える  
助走を付ける 姿勢を変える 複数のグループが合わさる 等   

◆児童が遊びやすいように用具を工夫する。 
（ゴムに持ち手を付ける、音の鳴るものを付ける等） 

 

◆①の児童の発想を生かして、いろいろな跳び方で遊べる場を設 
定する。 

◆友達の遊び方を紹介、称賛する中で、さらに遊び方を広げる。 
◆よい動きを見付けたら、称賛して価値付け、みんなで共有する。 
【運動の場の設定の視点】        

○前方に跳ぶ動き「ぴょ～んと遠くへ跳ぶ心地よさ」 
○上方に跳ぶ動き「ふわっと高く跳ぶ心地よさ」 
○連続して跳ぶ動き「リズムよく跳ぶ心地よさ」 

◆場を工夫することで、児童が運動遊びにより夢中になって楽しむ環境を整える。 
◆友達の遊び方を紹介、称賛する中で、さらに遊び方を広げる。 
◆よい動きを見付けたら、称賛して価値付け、みんなで共有する。 

【場の工夫の視点】 
 

 
 
 

・より遠くに輪を置く。 
・複数の輪から選ぶ。 

・ケンパーで置く。 
・色で着地を変える。 

・ゴムの数を増やす。 
・メリーゴーランドの 
 ようにする。 

・跳び箱の高さを変える。 
・着地の位置に輪を置く。 

言葉掛け例 
○ゴム跳びで遊ん

でみましょう。 
○どんな跳び方が

できますか。 

言葉掛け例 
○上手にできまし

たね。今どうや
って跳んだので
すか。 

○他にどんな跳び
方ができそうで
すか。 

言葉掛け例 
○楽しそうな場で

すね。どんな工夫
をしたのですか。 

○□□さんの跳び
方、どこがよいと
思いますか。 

○次はどのように
遊びますか。 

動物カードを置
く、忍者になりき
る等、シチュエー
ションを工夫し
てもよい。 

単
元
前
半 

単
元
後
半 
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平成 29 年度研究開発委員会（小学校）名簿 
 
小学校国語研究開発委員会  

委員長 葛飾区立清和小学校 校長 朴木 一史 

委員 台東区立千束小学校 主任教諭 安河 努 

委員 中野区立平和の森小学校 主任教諭 松本 匡広 

委員 練馬区立立野小学校 主幹教諭 河又 学 

委員 調布市立富士見台小学校 主任教諭 田中 里香 

委員 西東京市立田無小学校 主任教諭 秦 美穂 

［担当］東京都教職員研修センター研修部教育開発課  
 統括指導主事 野澤 一代 

 
小学校社会研究開発委員会  

委員長 世田谷区立等々力小学校 校長 月岡 正明 

委員 新宿区立愛日小学校 主幹教諭 田中 かおり 

委員 江東区立明治小学校 主任教諭 栁沼 麻美 

委員 世田谷区立北沢小学校 主幹教諭 田内 利美 

委員 世田谷区立経堂小学校 指導教諭 横田 富信 

委員 板橋区立板橋第十小学校 主任教諭 木本 武志 

［担当］東京都教育庁指導部義務教育指導課  
統括指導主事 秋田 博昭  

 
小学校算数研究開発委員会  

委員長 大田区立赤松小学校 校長 茂呂 美恵子 

委員 江東区立豊洲北小学校 主幹教諭 浅見 朝枝 

委員 大田区立赤松小学校 主幹教諭 折田 和宙 

委員 杉並区立荻窪小学校 主幹教諭 清原 正之 

委員 青梅市立若草小学校 主幹教諭 蓮尾 幸枝 

委員 国立市立国立第四小学校 主幹教諭 羽下 哲朗 

［担当］東京都教育庁指導部指導企画課 

指導主事 吉田 博 
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小学校理科研究開発委員会  

委員長 江戸川区立西一之江小学校 校長 林田 篤志 

委員 大田区立清水窪小学校 主任教諭 須藤 好恵 

委員 中野区立上鷺宮小学校 主幹教諭 藤本 康史 

委員 昭島市立拝島第一小学校 主任教諭 蒲生 友作 

委員 町田市立南第二小学校 指導教諭 宮下 淳 

［担当］東京都教職員研修センター企画部企画課 
統括指導主事 山本 浩司  

 
 
小学校体育研究開発委員会  

委員長 東村山市立八坂小学校 校長 矢部 崇 

委員 中央区立久松小学校 主任教諭 川瀬 穣 

委員 港区立青南小学校 主幹教諭 野口 由博 

委員 江東区立明治小学校 主幹教諭 土橋 芳臣 

委員 荒川区立第五峡田小学校 主任教諭 杉山 和美 

委員 国分寺市立第七小学校 主幹教諭 小野 光典 

委員 東大和市立第三小学校 主任教諭 柄澤 周 

［担当］東京都教育庁指導部指導企画課 
指導主事 唐澤 好彦 
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小学校道徳研究開発委員会  

委員長 渋谷区立神南小学校 校長 染谷 由之 

委員 目黒区立油面小学校 主幹教諭 吉本 一也 

委員 世田谷区立松丘小学校 主任教諭 中野 学 

委員 中野区立塔山小学校 主任教諭 高橋 晶子 

委員 杉並区立四宮小学校 主任教諭 山口 真 

委員 国分寺市立第四小学校 主任教諭 東小川 智史 

［担当］東京都教育庁指導部指導企画課 
統括指導主事 江島 しのぶ 

 
小学校外国語活動研究開発委員会  

委員長 板橋区立志村第二小学校 校長 小竹 厚 

委員 小金井市立小金井第一小学校 主任教諭 木村 美穂 

委員 葛飾区立川端小学校 主任教諭 小林 新歌 

委員 八王子市立鑓水小学校 主幹教諭 吉田 裕介 

委員 立川市立第一小学校 主幹教諭 三田 祐太 

委員 三鷹市立南浦小学校 主任教諭 朝比奈 美枝子 

［担当］東京都教育庁指導部指導企画課 
統括指導主事 高橋 美香  
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